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は じめに

本研究は、2009年より著者が行っている草創期における関西の創価女子中学 ・高等学校(以 下、

創価女子学園)の 教育思想の研究の追加調査をまとめたものである。創価大学の創立者である池

田大作(以 下、池田と記す)と 卒業生や教職員 との関係、草創期の学園の様子などを通して、池

田が女子教育に期待 していたこと、女子教育の精神的基盤、また卒業生たちに共通 して見られる

特徴などについて、今までの調査結果をふまえたうえで考察 していきたい。一昨年の調査(!)で

は、高校1期 から7期 までの卒業生にインタビューを行い、学園の志望動機や印象に残っている

(!)富 岡比 呂子 「池 田大作 の教育思想一女子教育 の観点 か ら(2)一 」創価教育研究所 『創価教育』3号 、

2010年 、15-42頁 。

HirokoTomioka(創 価 教 育 研 究所 講 師)
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行事、創立者 との出会いや学園生活の現在における意味づけについてさまざまな回答を得ること

ができた。そこでは多くの調査対象者が、3年 間の学園生活を自身の人生を方向づける精神的基

盤 として大きくとらえていることがわかった。特に創立者の池田との出会いや、彼から受けた指

導が、対象者たちのその後の人生の方向性や価値観に影響を及ぼしている可能性が示唆 された。

さらに、昨年の調査(2)で は、草創期に教員として勤務 していた女性2名 にもインタビューに

ご協力いただき、教員の目から見た学園とはどのような場所であったのか、また教職員 とい う立

場で学園建設に携わり、創立者 と関わる中で、何を経験 し、 どのように感 じたのかについて率直

に語っていただいた。この調査では教員の視点から見た女子学園の状況について新たな知見を見

出すことができ、創立者 と生徒の関係を第三者である教員の立場から考察することができた。教

員へのインタビュー結果を概観すると、卒業生にとってだけでなく、当時の教職員に とっても創

立者の存在は非常に大きく、彼を人生の師匠として尊敬する姿勢は、卒業生と教職員のインタビ

ュー回答にも共通してみ られる観点であることが明らかになった。

以上のような結果をふまえて、本研究では前回の調査に協力いただいた元教員からの紹介など

を通 レて主に中学1期 、高校1期 という草創期の卒業生を中心に、追加の聞き取 り調査をおこな

うことにした。前回と異なる点としては、調査対象者の経歴があげられる。一昨年の調査では、

9名 中7名 が結婚を期に職場を退職 し、家庭に入ることを選択した専業主婦とい う立場であった

が、今回の調査では小学校の教員や 日本語講i師、通訳など、現在 も職業を持ち、働き続けている

女性が半数以上を占めている。卒業後、家庭だけでなく社会においても活動を続けてきた女性の

視点から見た草創期の学園や創立者についての思いを語ってもらった。創価女子学園での記録を

当時の在校生の観点から残してい くことは、今後の池田思想の研究において有益な示唆が得 られ

るものと考えられる。特に、卒業 して30年 以上たった現在、3年 間もしくは6年 間の学園生活や

創立者 との出会いが対象者たちにとってどのような意味をもっているのかについて掘 り下げて考

察 していきたい。

1.調 査概要

① 本研究の目的

創価女子学園での経験を通 して、卒業生の内面にどのような変化があったのか、また、卒業後

30年 以上を経た現在、彼 らが学園生活、また創立者をどのように意味づけているのかを探ること

を目的とする。学園の志望動機、印象深い行事や創立者 との出会いについて聞き取る中で、学園

生活がその後の進学 ・職業選択、結婚 ・子育てにどのような影響を与えているかを、インタビュ

ーをもとにしたオーラル ヒス トリーの中から分析考察する
。本研究は質的 ・記述的研究であり、

対象者 自身の語 りを基本にした分析をおこな う。

(2)富 岡比 呂子 「池 田大作の教育思想一 女子教育の観 点か ら(3)一 」創 価教育研 究所 『創価教 育』4号
、

2011年 、170-189頁 。

一28一



創価教育 第5号

② 調査対象 ・時期

調査対象は、関西女子学園(創 価女子学園)の 草創期の卒業生9名 。2010年9月 から201!年11

月にかけて聞き取り調査を行った。半構造化インタビュー方式で、対象者の同意を得た上でICレ

コーダーに録音を行った。インタビューはすべて個別に筆者が行い、かかった時間は一人当たり

平均1時 間～2時 間であった。対象者のうち1名 は関西在住のため、電話およびFAXに てインタビ

ューを実施した。

③ 調査内容

前回の卒業生への調査 と同じインタビューガイ ド(表1参 照)を 用いて回答を得た。本人の自

発的な語 りによる自然な流れを重視 したため、インタビューガイ ドにある質問項 目以外にも出て

きた対象者の語 りも分析対象 とした。質問会話の内容は、録音 した音声ファイルをもとに逐語語

録を作成 してデータとして使用 した。このほか、基礎資料 として、現在の職業、結婚前の職業、

子 どもの有無など個人の属性に関する情報も収集 した。

【表1イ ン タ ビュー ガ イ ド】

【イ ン タ ビュー ガイ ド】

当時の学園生活に関する質問

a,学 園を志望 した動機について教えてください。

b,学 園生活はどのような体験(経 験)で したか。

c.学 園生活にっいてどのように感 じていましたか。

d.学 園に入学する時 と在学時、卒業時と自分の中に変化はありましたか。

学園生活の中で特に印象深いことをあげるとした ら、なんですか。

今から振 り返ったときの学園生活の意味を明らかにする質問

a,今 となって学園生活はあなたにとってどのような意味をもっていますか。

b,も し、高校1年 生に戻って、学園生になるとしたら、また学園生になりたい(学 園生活

を送 りたい)と 思いますか。

c,今 になって思 う自身の学園生活のよかったところ、反省点はあ りますか。

d,今 も心に残っている創立者の指導や原点があれば、教えてください。

e.も し子 どもができたら、学園に入れたいと思いますか(も しくは、もうすでに入学 させ

ていますか)。
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④ 倫理的配慮

対象者には、調査への協力を依頼するにあたって、研究の目的及び方法を明示 した うえで、研

究への参加 ・辞退は自由意思によるものであること、答えた くない場合は答えなくてもよいこと

を伝えた。さらに、データは個人が特定されないよう処理 し、データおよび録音 したファイルは

厳重に保管しプライバシーの保護 を厳守する旨を明記 した調査依頼書を渡し、口頭での説明をお

こなった うえで調査協力の承諾を得た。

⑤ 分析方法

データ分析においては、対象者が語ったライフヒス トリーを語 られるままに記述 し、構成 した。

そのため、結果の項の回答欄では 「です ・ます」体 と 「だ ・である」体、また体言止めなどの表

現が混在 しているが、これは対象者の語 りを忠実に表記 したものと考えていただきたい。分析方

法については、一昨年の富岡論文(3)を 参照のこと。

2.結 果

対象者の背景

調査対象者については表2に 記 した。期別は高校1期 生(1973年 入学)が5名 、中学1期 生(高

校4期 生)が2名 、中学5期 生(高 校8期 生)が2名 の合計9名 となっている。現在の職業は専

業主婦が3名 、非常勤を含むと小学校教員が3名 、日本語教師が1名 、翻訳や通訳など語学系専

門職が2名 となっている。全員既婚者であり、子どもの数は1児 から3児 であった。結婚前の職

業は一般企業や外資系企業、テレビ局、創価学会本部の職員など多岐にわたっていた。

【表2調 査対象者のプロフィール】

表2調 査 対象者 の プロフ ィー ル

期別 現在の職業 結婚前の職業
1 A 中1・ 高4 主婦 一般企業

2 B 中1・ 高4 同時通訳 外資系企業
3 C 中5・ 高8 翻訳 テ レビ局 プ ロデ ューサー

4 D 中5・ 高8 主婦 創価学会本部職員
5 E 高1 主婦 ・日本語講 師 一般企業

6 F 高1 主婦 ・小学校講 師 関西創価小教員

7 G 高1 小学校校長 小学校教員

8 H 高1 小学校校長 小学校教員

9 1 高1 主婦 創価学会本部職員

① 当時の学園生活に関する質問

a,学 園を志望 した動機について教えてください。

インタビューの最初の質問は学園を志望 した動機についてであった。創価女子学園を受験する

(3)富 岡比 呂子 「池 田大作の教育思想一女子教育 の観点か ら(2)一 」、18頁 。
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背景には、家族の勧めや本人の希望などさまざまな要因があったと考えられる。以下のような語

りが見 られ た 。

「親 が勧 めて くれ ま した。 当時、父が商社 マンでアフ リカ(タ ンザニ ア)に 住 んでいたので、学園の受

験 のために 日本 に帰 った とい う感 じです。私 はもっ とアフ リカにいた かったんですけ ど、親 が学園に入

れ たい と思っ て。(受 験 当時は)私 には特 に深い動機 はなかったんですけ どね。」(Bさ ん)

「小学校6年 の時 、大阪に池 田先生が作って くだ さる女子学 園がで きるこ とを母か ら聞きま した。『行き

たい?』 と問われ た時、『行 きたい!Uと 即答 した ことを昨 日のこ との ように覚 えています。母は聖教新

聞に掲載 され たことで 関西 に女子校 が開校 され ることを知 りま した。」(1さ ん)

「小学校4年 の時に創価学 園の開学の話があ りま した。(池 田)先 生のこ とは色 々な人か ら聞いていて、

その とき、『先生に会いたい!』 と思い ましたが、当時は男子校 だったか ら行 けない し、残念だ と感 じて

いま した。ですが、私が 中1に なる ときに女子学園ができ ると聞いて、『みんなが大好 きな、先生が作っ

た学園に行 きたい!』 と思ったんです。特 に理屈 とかはな くて、それだけなんです。『みん なが これほ ど

までに大好 きな先 生、先生に会いたい』『先生 の作 って くれた学校だか ら行 きたい』とい う気持 ちで した。」

(Aさ ん)

「小学校4年 の時に父が亡 くなって、そ のときの激励で家に来て くだ さった方か ら 『大阪 に創価学園が

あるよ、行 った ら』とい うお話 を聞きま した。それ で学園 があるってわか って。私 自身 は大 阪生 まれで 、

小学校は岡山県で したので、入学 してか らは寮に入 りま した。」(Cさ ん)

「東京の新宿 出身、信濃町に住んでお りま した ので、小 さい ころか ら先生にお会いす る機会 もあ りまし

た。志望 の動機 の一つは先生が作 られ た学校 だとい うこ とと、 あと身近な先輩 も学園に入 った ので、私

も行 きたいな と思 ったんです。私には1歳 下の妹 と7歳 下 の弟がいたのですが、小学校5年 の時 に家族

で関西学 園に見学 に行 った ときに、ち ょうど先生 にお会い して 『学園 にい らっ しゃい』 と言葉 をかけて

いただいて。私 も妹 も中学か ら学園に入学 させていただきま した。」(Dさ ん)

「小学校5年 か6年 の時 に、新聞で関西学園ができる と聞いて 、記事 を見せて くれた人がいたんです。

行 った らどうか と。あの当時、(創価学会第二代 会長 の)戸 田先生 の話 はダイ レク トにわかる、す ごい人

だな と思 っていた。 でも、池 田先生の ことをす ごい とい う人 がいた け ど、ど うしてす ごいんだろ うと思

っていたんです。そこで、『池 田先生 とい う人 は どうい う人 なんだろ う?も っ と知 りたい』と思ったんで

す。 もし、本 当に池田先 生のこ とを知った ら尊敬 もでき るだろ うと思 って。 山口県出身だったので受験

の前に見学に行 きま した。親は賛成 で した けど、学校 の先生 は賛成ではな く、県立を勧め られま したが、

学園を受験 しま した。j(Eさ ん)

「小学校の時に、創 価大学ができると聞いて、行 きたい と思ったんです。 そ して、 ちょ うど高校1年 の

時 に学園ができ ると聞いて、親 に行 きたい と言って、受験 しま した。 自分の人 生の 中で も、中学の時は

一番勉強 したのではないで しょ うか。特 に、中2、 中3の ときは一番勉強 しま したね。クラスで1番 で、

学年で も何番 かで した。」(Hさ ん)

「最初 は共学だ と思 っていて、友達 に聖教 グラフを見せた りしていた ら、あ とで男子校だ とわかってシ
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ヨックを受 けた んです。 ちょ うど中2の ときに関西に女子学 園ができる と知 りま したが、 うちは両親 と

も身体 に障害 を持っていま した。家計はかな り貧 しく、『え、学園?誰 が行 くの?』 みたいな感 じで、最

初両親 は私 が学園に行きたい と言 うとび っく りしていま した。ですが、私の真剣 な思いが伝わ ったのか、

『受 けるだ け受 けなさい』 と言 って くれたんです。 その とき、親 はむ しろ落 ちてくれた方があ りがたい

と思 ってい た と思いますが……受験す ることで私の気がすむだろ うと思ったので しょう。

そ して関西学園 の受験 の 日に、全盲の父の手 をひいてい った記憶 があ ります。その ときに面接 官の先

生が父 に、『おた くは経済的 に大丈夫ですか』と聞かれたんです。私はその時、きっ と父 が 『家は厳 しい

んです』 と言 うだろ うと思 っていま した。 しか し父の 『確 かに経済 的には厳 しい けれ ども、娘の"ど う

しても先生 のも とに行 きたい、先生に一 目で もお会い したい!"と い う思い を受けて、私たちは娘に学

園の土地 を一度 でいいか ら踏 ませてあげたい と思っているんです』 とい う言葉 を聞いて、父が ここまで

思って くれ てい るんだ と知って心か ら感謝 しました。この ように、自分 の中で、『先生の作 られた学園に

行 きたい』 とい う思 いだけで来たのですが、実は周 りも後押 しして くれ た とい う背景があ ります。一家

をあげて何 としても学 園に とい う思いがあったんです。 両親 は大変 な中、私 を学園に入れ るだけではな

くて、下の弟 も、創 価大学に入れて くれたんです。2人 の子 どもが親元 を離れて しまって、(障害がある

に も関わ らず)両 親 だけで生活 させて しまったのは 申し訳 ない と思 います が……当時は世間的にはあ り

えないです よね。」(Gさ ん)

これらの回答をみるとBさ んと1さ んは親の勧めで、Aさ んとCさ んは知人の影響で、学園を

受験することを決意 したことが読み取れる。特に、Bさ んのように海外からわざわざ創価女子学

園の受験のために帰国したとい う回答 も見 られた。また、Dさ んのように、小学校の時から池 田

を身近に感 じる機会があった り、実際に声をかけられる機会に恵まれたという回答もあった。ま

た、Eさ んは戸田第二代会長のことは知っていたが、池田のことはよくわからなかったと語って

お り、彼をよく知 りたいと思ったことが、志望動機にっながったとしている。Hさ んとGさ んに

関しては、本人が受験を希望しているが、なかでも両親とも障害を抱えた家庭のGさ んは、経済

的にも厳 しい状況の中、何 としても娘を学園に入れたいとの両親の熱い思いが読み取れるエピソ

ー ドを語ってくれた。この両親の思いに報いたい と、Gさ んは女子学園卒業後、創価大学に進学

し、その後小学校教員 として活躍する中、ついには関西女子学園初の女性校長となる。彼女は、

自身をふ りかえって 「このこと(校 長職に就 くとい う職場での実績を示せたこと)で 、親に少 し

は恩返しができたかなと思っています」と語ってくれた。

このように、両親、先輩、知人など身近な人たちの勧めによって志望に至ったとい うことがわ

か り、また志望の動機 も多岐にわたっていることがわかった。

b.学 園生活はどのような体験(経 験)で したか。

c.学 園生活についてどのように感 じていましたか。

この2つ の質問は、対象者からすると抽象的すぎて答えにくいようであり、またこの2問 に対

する回答も重複していたので、一っにまとめることとした。

「む ちゃ くちゃ楽 しかったですね。毎 日の生活その ものが楽 しかった。 振 り返 った ら異常かな と思 うけ

ど(笑)、 当時はそれ が普通だったんです。クラブも委員会 もすべて高1の 先輩 たちと一緒で した。あの
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ときは中1で したか ら、3学 年違 うと全 然違 います よね 、高1の お姉 さん と比べて。学園を作 ってい く

んだ とい う、伝統を築いてい くんだ とい う今 か ら考 える と生意気な ことを考 えていま したね。 勘違 い も

甚 だ しいんですけ ど。(中2、 中3の)先 輩 がいない とい うこともあって、のびのび と、とい うか好き放

題や らせていただいた よ うな記憶があ ります。男子 がいない か ら、異性の 目を意識 す ることがないの も

よかったですね。その うえで、いい意味での上下関係 、高校生のお姉 さん を見て憧れた り、お手本 に し

た りとい うの はあ りま した。」(Bさ ん)

「宝石 のよ うな感 じ。宝物の よ うな、人生の 中で も二度 とない、最高 の環境で学 ばせていただいた と思

います。校 内に蛍 もいま した し、教員 の先生方 との付き合 いも深か った し、本 当に楽 しかったです。」(E

さん)

「大変に楽 しかったです。人問の切磋琢磨を寮で磨 いていただいた り、鍛 えていただいたかなと。『先生

を求 める』 ってい う部分 は、学 園に入 って か らす ごく教 えていただい た。一人 ではそ うい うこ とがなか

なかできないです よね、最大の訓練 の場 だった と思います。私 にとっては関西 とい うのが衝撃 的だった。

関西 とい うところに行 けた とい うのも、私 に とって はよかった。 この(中 学 ・高校 の)6年 間が私 の人

生 にお ける一っの大きなエポ ックで した。 関西 には独特の気運がある と思います。師 匠を求 めていく、

師匠 と一緒に築き上げた とい う、そ うい うものを強 く持 っている。学 園の先生方 もそ うで した。貴重 な、

人生 の基盤 となるよ うな衝撃的 な経験で した。」(Dさ ん)

「関西 は東京 と違って、常に先生が来 られ る とい う状況 ではなかった。関西指導の折に寄 られ るとい う

感 じです よね。だか ら、『自ら創 立者 を求めて、出会 いを作 ってい く』 とい う考えがあ りま した。(創 価

大学 に入学 してか らは)大 学だ と、『先生が来て くだ さる』 とい う感 じにな り、いい意味で近 くなったけ

ど。 でも、自分か ら能動的に創 立者 を求 める とい う姿勢は学園の ときに培 った ものです。」(Dさ ん)

「(私は)た だ勢いだ けで入 ったので、勉 強はあま りできなかった と思 います。や る気満々の子がい るの

をみて、は あ…(自 分 とは違 うな)と 思 った り。で も、素晴 らしい友達が多か ったです。先生の思いや

ご期待に何 らかの形 で応 えた い とみ んな思 っていた と思います。最初 のカルチ ャー シ ョックを通 り過 ぎ

ると、伝 統を作るんだ とい う思い が一人一人 に生まれて きて、何 にで も積極的 に活動す るようにな りま

した。た とえば、バ レーボール 大会 な どの、1つ1つ の小 さな行事にも意 味づ けを して、意義 を込 めて、

み んなで相談する ようになったんです。普通 の学校だ と思って入 ってきた人 には、 この学校は いったい

何 なんだろ う?と い う感 じだ った と思いますが(笑)」(Gさ ん)

Bさ んやEさ んにみられるように、とても楽しい体験だった と同時に、人生の基盤 となる人格

を鍛えることのできた貴重な時期であったとの回答が多かった。また、東京出身であるDさ んが

関西の土地で教育を受けたことを振 り返る語 りは、関西とい う風土が、関東とは異なる独特の雰

囲気を持っていたことが うかがえた。池田には創価学会会長 としての顔があり、東京を基盤に活

動していたことをふまえて、地理的な状況下における関西と東京の違いについて言及しながら、

関西での学園時代に、創立者を能動的に 「求める」姿勢が培われたと語ってお り、創価女子学園

での6年 間がその後の彼女の人生に少なからず影響を与えた可能性が示唆 された。

学園生活をどのように感 じていたかについての問いについては、以下のように入学 してから心

の葛藤があったことを示す回答も見 られた。
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「(学園に)願 いに願 って入 ったに も関わ らず、(出 身地の)長 崎 の佐世保 では 自分は人材だ と思 ってい

ま したが、学園 にはもっ とす ごい人材がた くさんいたので、最初 は委縮 して しまいま した。 自分は もっ

と活躍 したいのに、そ の揚が ないので、『こんなはず じゃないのに…』 と思っていた。そこで、友達には

言 えませんで したが、担任 の先生にだ け自分のみ じめな心 を相談 したんです。『みん なが立派 に見 えるん

です』 とい うと、『それはあなたの心 がせ まいか らだ』と言われた。そ して、心 を前向 きに して もらった

んです。3年 間かけて、 自分 の委縮 した心 を直 したんです。」(Hさ ん)

「先生 の作 られた学校に行 く喜び と不安、創 立者 が描 かれてい る学園生に 自分がなれ てい るのかな とい

う自信のな さ、力がないん じゃない か とい う不安 もあ りま した。『先生 が娘 と呼んで くだ さる、自分が果

た してそれ に値す る人間か どうか』 とい う葛藤 もあ りま した。先生が私た ちが地方か ら出てきて さみ し

いだろ うか ら、『お父 さん』 と呼んでいい んだ よと言って くださって。でも 『娘 』って呼んでいただ くに

は、そ こまで至 っていないな とい う感 じもあった。入学式の指導を聞いて、青春時代 は心が揺れ動 くか

ら、大丈夫だ よとい うところを聞いて安 心 しま した。 自分の生 き方の前には先 輩がいないので、 自分 で

道 を探 してい くしかない とい う感 じで した。」(Hさ ん)

上記のHさ んの語 りに出てくる青春に関する指導は、第1回 の入学式で池田が青春に言及 した

箇所があるのでそれを紹介 したい。彼は 「だれでも、青春時代とい うものは、長い人生のなかで

もっとも華やかで楽しい時代だ と思いがちであ りますが、実際はそれほど楽天的になれるもので

もなければ、無条件に楽 しい とい うものではないことを、私はよく知っております。む しろ、無

限の可能性 を前にして、非常に不安定で落ち着きがなく、鋭敏な神経がつねに働いているといっ

たほうが、実情に近いかもしれない。否、実情であろうと思います。(中略)青 奉は無限の歓喜 と

ともに、またかならず心労がある、悩みがある。これは表裏一体であることを忘れてはならない。

それを知って戦っていくところに輝かしい青春時代がある。」㈲ と述べてお り、青春 とい う時期

の持つ不安定さについてふれながらも、その中で自身を磨いていってほしいと新入生に期待を寄

せている。Hさ んは、理想の 『学園生』や創立者の 『娘』としてのあるべき姿 と現実の自己との

ギャップに悩んでいたようであ り、また自分よりも優れて見える人材が多 く感 じられて、自信を

失い委縮 してしまったとい う。だが、担任の先生に相談しながら高校3年 間をかけて 「自分の委

縮した心を直す」ことができ、精神的にも成長 したことが うかがえる。

d.学 園に入学する時 と在学時、卒業時と自分の中に変化はありましたか。

この問いに関しては、ほとんどの対象者が 「変化があった」 と答えていた。

「入学す る前は、す ごく心が不 自由だ ったんですが、学 園に入 って、本 当に心が 自由にな りま した。先

生にあ りのままを受 け入れて もらえた安心感、何 も繕 うこ となくね。 自分たちの学園が誇 りだか らきち

っ とす る、お行儀 よくして、 きれいな言葉遣いを心がけるのは当然で した。で もこれは誰 かか ら強制 さ

れ る とい うよ りは、自分た ちで、『学園生 として何ができるのか』と考 えてやった ことだか ら、縛 りでは

(4)「創 立者 と とも に」 編 集 委 員 会 編 『創 立者 と とも に』
、229-231頁 。
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なく、 あくまで も心は 自由だったんです。 これ が先 生が作 って くだ さった社会だ と思います。 自分 たち

で 自由に考えて行動す るこ とがで きま した。」(Aさ ん)

「入学前までは劣等感 ばか りだ ったんです。それが、先生の激励をいただいて、『ああ、自分 は これ でい

いんだ』とい う、いわゆる自己肯定感で しょうか、『私は明る くい こう!』 とい う、自分の中での核 がで

きた と思います。それまでは一つ一つ のこ とに自信 がなかった、例 えば 自分の考え とか。 でもこの3年

の 中で、い ろんな ところで戦 って、『今 は100%じ ゃな くても、今の 自分は こ うなんだ、これで いい じゃ

ないか』 と思 えるよ うになった。 そ うい う自分 の意見 を持つ、考 えを持つ とい う訓練 を受 けさせ ていた

だいた と思 う。」(Hさ ん)

「入学前はおそ らくお とな しいタイ プだ った と思い ます。それが6年 間で鍛え られ た とい う感 じで した

ね。みんな団子になって鍛 えていただいた とい う感 じです。」(Dさ ん)

「変化はいっぱいあ りすぎて…私 には冷 え冷 えと したところがあ ったんです。 家庭 が大変 だったの で、

他 の人た ちよりは精神的な気苦労が多 く、み んなが子 どもに見 えたんです。それもあって、表面で は仲

良 く していて も、心を開いて話 そ うとい うのが なか ったんです。で もあ るときか ら心 を開 いて 、みんな

か ら意見 を聞いていこ うと思 うよ うになったんです。」(Cさ ん)

「中学時代、何 とな く友人関係 も楽 しくなか った んです。性格 もちょっ と暗かった と思い ます。高校 に

来て、今までの 自分を取 り払って、使命 に気づ くこ とがで きた。 自分か ら 『学園に行 こ う』 と決 めて行

った ことは誇 りです。池 田先生は どんな人だ ろ うと、わ か りたい と思って行ったんです。先生 か らは、

13、14歳 くらいの女子を大人のよ うに一個の人格 として尊重 して、育てていこ うとい う思いが感 じられ

た。 これが本 当の 自分だ、先生 と共 に生 きてい こ うと思 えたんです。今か ら振 り返 っても学園 時代 は自

分 の人 生を決定づ ける3年 間だった。 これ がなか った ら自分は違 う方 向に行 っていたか もしれ ませ ん

ね。」(Eさ ん)

「4月11日 の(第1回)入 学式 で先生 に出会 って、ふ るさとの ように温かい先生 を見 たんです。本 当に

家族 のよ うに感 じて、す ごいな と思 いました。それ か ら3年 間、先生の真実の姿を知 ることが できて よ

か った。あの ときの3年 間は10年 分 くらいあった気 が します。」(Eさ ん)

これ らの語 りを見ると、対象者たちがそれぞれの表現の仕方で自身の変化にっいてふれている。

た とえば、Aさ んは 「心が自由になった」とい う言葉を用いてお り、創立者である池田に自分の

全存在を受け入れてもらったことにより、今まで不自由を感 じていた心が解放 された と感 じたの

であろう。同じような語 りがHさ んにも見 られた。彼女は劣等感を自己肯定感に変え、『今の自分

のままでもいいんだ』と現実を受け入れることができるようになったという。池田の創立者とし

ての生徒一人ひとりを温かく育む心が、当時の在校生にも伝わったのであろう。また、Eさ んは、

中学時代をふ りかえって 「なんとなく楽しくなかった」と語っているが、創価女子学園に入学し

て、「使命に気づ くことができた」と自身の中で大きな変化を感 じている。彼女は、池田が どのよ

うな人物なのかを知 りたくて、求めて学園に入 ったという経歴があるが、そのことを誇 りだ と語

ってお り、10代の少女に対して、一個の人格を持った存在 として尊重しながら接する創立者のふ
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るまいについてもふれている。そして、池田を人生の師匠として 「共に生きていこう」とい う決

意をするとい う語 りからも、Eさ んのその後の人生において、池田が与えた影響は大きいといえ

る 。

e,学 園生活の中で特に印象深いことをあげるとしたら、なんですか。

ここでは、学園生活においてクラブ活動や行事など、個人的に印象に残った出来事を語っても

らった。Fさ んは第1回 入学式での誓いの言葉についてふれている。

「一期生で何 もわか らない状態で したが、 とにか く受験 しま した。入 学式 のときに誓いの言葉 をす るこ

とになったんです。その とき担 当して くだ さったのが原 田先生で した。この入学式のこ とを(『新 ・人間

革命 』の)「 希望」の章に書 いていただいてびっ く りしま した。入 学式 の様子 が書いてあったのですが、

そんな ところまで詳 しく書 いてくだ さるなんて思わなかった。15歳 の時の私が書いたままの原 稿 を出 し

て くだ さったんです。」(Fさ ん)

この言説は、小説 『新 ・人間革命』にみることができる。第1回 入学式で、高校新入生代表の

誓いの言葉を述べる場面がある(池 田は、小説の中の役名で 「山本伸一」となっている)。

次 は高校代表の 「誓いの言葉」 である。

メガネ をか けた、勤勉そ うな乙女が進み出た。

「……私た ちは、創 価女子高校 の完成 を夢にまで見ま した。

そ の一員 となる 日まで、 自分の ことのよ うに心配 し、励 まして くれたお友だちや、わがまま な私 を見

守 り、育てて くれた両親 には、本 当に感謝 しています。

それ にも増 して、私た ち一人 ひ とりに、大 きな期待 をか け、 こんなにすば らしい学校 をっ くって くだ

さった、創 立者の山本先生に対 しては、ただただ、感謝 の気持 ちでい っぱいです。

そ の温かい真心にお応えするためにも、私た ちは、将来、社会のためになる、カあ る人に成 長す るこ

とをめざします」

彼女の誓いは、自分 にかかわるすべ ての人への深い感謝 と報恩の言葉 か ら始まったのである。感謝 は、

心の豊か さを意味す る。感謝の ある人には喜 びがあ り、幸せが ある。

伸一は、その豊かな心が、 さらに、豊か さを増す ことを祈 りなが ら、彼女の言葉 に耳を傾 けていっ

た。

「誓いの言葉 」は、一期生の使命 に言及 してい った。

「私たちは、幸運 にも一期生 とな ることがで きま した。 そのこ とを誇 りに思 うと同時に、使命 とい う

ものを、強 く自覚 しなけれ ばな りませ ん。

創価 学園 とは、 どんな学校だ ろ うと注 目している人たちは、学 園生 の 日常の姿や行動 を通 して、学園

の教育理念や創 立者 の考 え方を、知ろ うとしてい るのではないで しょうか。

創 立者 の人間教育 の理念 に賛同 し、 ここに集 った私たちは、その第一歩 として、『良識 ・健康 ・希望』

とい うモ ッ トー を、 日々、実践 していきたい と思います」

ま さに、教育理念 も、建学の精神 も、すべては生徒、学生 とい う人間の行動 に表れ る。そ して 、人 も、

社会 も、それ を見て評価 を定める。人 間の振 る舞い こそが、一切 の結実 なので ある。

それ ぞれ の 「誓い の言葉」 には、学校 によって教育 され るのを待 ってい るとい う、受 け身の姿勢 は感
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じられ なかった。 自分たち こそが学 園建設の主体者なのだ とい う誇 りに貫 かれていた(5)。

ここから、池田がいかに創価女子学園の1期 生に期待を寄せていたか、また1期 生自身も自ら

を学園建設の主体者 としての自覚を持っていたかがうかがえる。筆者 も今回のインタビューの回

答者たちから、卒業 して30年 以上がたった現在でも、おのおのが学園の伝統を作る主体者であっ

たとい う当時の思いを熱 く感じることができた。

また、Bさ んは第1回 の入学式の指導にある 「平和」という部分が自身に大きな影響を与えた

点にっいて述べている。

「『地球 は大 きく、自分た ちは小 さいが、平和 の戦士 として巣立 って行 ってほ しい』と聞いた ときに、『こ

んな私で も何かがで きるのか?』 と思った。 それ で調子 に乗 った とい う感 じで しょうか(笑)。 あのス ピ

ーチはものす ごい衝撃で したね。こんな年端 もいかない私 たちに、ここまで激励 した くだ さる人なんだ。

池 田先生 とい う人 はこんなにす ごい人なんだ、母 が言っていたのはこ うい うことだ ったんだな と思いま

した。 ここで 自分の一っの方向性 が決 ま りま した。」(Bさ ん)

「一番の衝 撃は第1回 入 学式 で した。池 田先生 との初 めての出会いで した。父 と母か ら先生にお会い し

た ときの話を何度 も聞いていま したが、 自分では よく分か らな くて、そこで初 めてお会い したんです。

私 は小学生の時にタンザ ニアにいま した。そ の国はも ともとイギ リスの植 民地で、まだ混沌 としてい て、

国 と しては素晴 らしかったんです が、建 国の途 中 とい う感 じで した。 ち ょうど社会主義 の導入 を し始 め

て いた ときで、 白亜主義がはび こって、黒人へ の差別 がす ごか ったんです。そ こで、貧富の差 、人種差

別 を 目の当た りに して、心が痛む経験 をしま した。」(Bさ ん)

彼女の語 りは、1973年4E11日 の創価女子中学 ・高等学校の第1回 入学式のスピーチにみるこ

とができる。創立者である池田は 「良識」「健康」「希望」のモットーをふまえた うえで、「伝統 ・

平和 ・躾 ・教養 ・青春」の5項 目にわたって指導を行った。彼は、「他人の不幸の うえに自分の幸

福を築くことはしない」とい う信条を一人ひ とりが培ってほしいと述べた うえで、「地球は大きく、

この学園は、その地球から見るならば、ケシっぶほどのものであるかもしれない。 しかし、未来

の平和への道を考えるとき、皆 さんのこれからの実践は、やがて地球を覆 うにたる力をもつはず

である、と私は確信したい。なにゆえなら、原理は一っであるからであります。皆 さんの ささや

かな実践は、そのまま人類の平和の軌道に通 じないわけはないからであります。かくて、平和の

真の戦士の卵が、この学園から陸続 と育っていっていただきたい。これこそ、女性の生涯を崇高

にする唯一の信条であることを私は信じて疑わないからである。」(6)と語っている。池田の教育

思想の一つの特徴でもある、平和への強い志向性が表れている箇所でもあるが、Bさ んは、自身

が入学前に滞在していたタンザニアでの経験をふ りかえって、「平和」というものについて考える

(5)池 田大 作 『新 ・人 間革 命 』 第17巻 、 聖 教新 聞社 、2007年 、127-129頁 。

(6)「 創 立者 と とも に」 編 集 委 員 会 編 『創 立 者 と と も に』、225-226頁 。
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機会があったとい う。そして、このスピーチを聞いて、将来の方向性を決めるに至ったと語った。

彼女はその後、高校2年 の時にイギリスへ留学をし、そのままイギリスの大学を卒業後、外資系

の企業に勤め、現在は同時通訳 として活躍 している。 この入学式の指導は、今から振 り返ると、

彼女の人生に対 して大きな影響を与えるものだったと考えられよう。

学園時代に印象に残ることと言えば、希望祭や健康祭といった各行事があげられるであろう。

特に、中学1期 ・高校1期 生は先輩がいないため、行事などの運営もすべてが生徒の手にゆだね

られており、その意味では自由な部分 もあるが、伝統を作るとい うプレッシャーもあったのでは

ないだろうか。行事について以下の語 りが見 られた。

「入学 した 時か ら最後まで最高学年だったか ら、行事 とか運営 に全力 で取 り組みま した。本 当に勉 強す

る暇がない とい うか……(笑)。 いつも行事 が入 っていて、常に誰かがキャ ップをや らない といけな くて

ね。それ も持ち回 りでね 、私に とっては突然 スポッ トライ トがあたって、『あら、も う、逃げ場 がないわ』

みたいなね(笑)。 人数的には少 ないか ら。高校 が5ク ラス230名 、中学が3ク ラスだか ら120名 、足 して

も350名 。修 学旅行 の実行委員長や寮長 もや りま した。これ もよい訓練 になったと思います よ。」(Fさ ん)

「自分た ちが何か を企画 して実行する。 自由で したね。第1回 の希望祭が あった とき、 どんなお店 を作

るとか、なんで も自由に させていただいた。家庭 的な中で の女性像について、折 に触れ て先生 か ら伺 う

機会 もあ りま した。」(Gさ ん)

このように、多くの行事で、生徒たちが主体者 としてその運営に携わっていた様子がうかがえ

た。また、Gさ んは、池田との校内での出会いやそのときの会話を語ってくれた。

「(印象深 いこ とといえば)情 景 がいろい ろと思い浮かびます。あの揚面で先生が語 って くだ さったかな

とい う場 面。数 えきれ ない くらい先生が学園に来て くだ さったんです。渡 り廊下で先生にお会い した と

き、『先生、今度寮 ができるので、名前 をっ けて くだ さい』 とお願い した ら、『え、僕がっけていいの?』

とおっ しゃって。『お父 さんにつ けていただきたいんです』 と、お願 い した んです。先生が歴史をっ くっ

て くださったんです。」(Gさ ん)

また、行事のときにカメラマンとして活躍 していたAさ んは、その当時のことを以下のように

語っていた。

「私 はカ メラマ ンをしていま した。私が在学 していた ときは、先生が45歳 か ら50歳 までの5年 間、学 園

へ の来校 が一番多かった時期ではないか と思 います。先生の一挙手一投足を写真 に収 めるんだ!と い う

思いでがん ば りま した。聖教(新 聞社)の 記者 の人 と競争す るよ うな感 じでね。先 生の後 をっ いてい っ

て はダメで、先生の前 に行かない といい写真 が撮れ ない んです よね。で も、私 の方 が校内 を知 り尽 くし

てい るか ら、有利だったんです(笑)。 聖教の人は先生 につ いてい くけ ど、私は先生が通 るだろ うルー ト

を予測 して張 り込んでいま した。 ある とき先生 がフェイ ン トをかけ ようとな さった こ とが あ りま した。

今か ら思い返 して も、微笑ま しいシー ンなん です けどね。先生が こち らに来るな と思 った瞬間、私たち

に気づかれて、ふ っと向きを変 えられた り。そ うした ら、こち らも鬼 ごっ この ように懸命に追いか けて。

先生 も笑ってお られ ま した。」(Aさ ん)
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その当時のことは、創価女子中学 ・高等学校の開学1年 目のあゆみについて掲載されている 『希

望の乙女』という文集からうかがうことができる。Aさ んは 「写真班」というタイ トルで原稿を掲

載 している。彼女は、「その日、私は、カメラマンとして参加 した。カメラマン、それはたいへん

な仕事である。それにもまして、創立者池田先生を撮影するのである。(中略)盛 大なはく手に迎

えられて、創立者がお見えになった。私は創立者の姿を見たとたん、今までの不安や心配がふっと

んでしまった。そのとき 『頑張ろう!お とうさん、私は頑張 ります』ただそれだけであった。」(7)

と、第1回 希望祭のときの創立者 との出会いとカメラマンとしての思いをつづっている。また、彼

女はこの行事のときに以下の指導が心に残ったと語っている。

「先生 はいつ も私た ち一人ひ と りに対 して思いを馳せ て くだ さってい る と思います。第1回 希望祭 のと

き、野点 をして くだ さって、先 生が 『姿 は女王、心は勇 士だよ』 と教 えて くだ さいま した。」(Aさ ん)

「姿は女王、心は勇士」という指導は、第1回 希望祭の折の野点について、文集に書かれてい

る。「オレンジ色をした夕焼けが見えはじめたころ"の だて"に おいて、創立者と、男子校 ・女子

高の代表数名とでお茶会が行われた。交野の夕焼けと"の だて"が ぴったりとマッチしていた。

その際にお茶のいただき方を一つ一つ説明して下さった。そのとき 『女子高の生徒は、姿は女王、

心は勇士になりなさい』と指導された。私はもう一度その言葉を口ずさみ、生涯の指針 とした。」(8)

という部分が、池田の指導を間近で聞くことのできたAさ んの決意があらわれている部分だとい

えよう。彼女は、カメラマンとして活動 したことについて 「私は、カメラマンとして活動 してい

くなかにおいて、いろいろと学ぶべき点がいくつもあった。創立者のあたたかい真心に直接ふれ、

私の心に新たなる大きな希望がわいてきた。」(9)と記 してお り、カメラマンの活動を通 して、創

立者 との間に心の交流が生まれていたことを感じていたことが うかがえる。

「(印象深 いことや行事にっいて)先 生な しには語れない行 事ばか りで したね。なんせ、プール 開きさえ

も先生 に来 ていただいて とい う時代です か ら。『新 ・人 問革命』で、プール 開きに先生が ご出席 いただけ

な くてわんわん泣 くシー ンがあった りしてね(笑)。 思い出のない人 なんていなかった と思います。」(B

さん)

このプール開きについては、小説 『新 ・人間革命』にも掲載 されているが、池田が予定 されて

いたプール開きに出席できなくなったことを校長が生徒に伝える場面がある。

(7)創 価女子 中学校 ・高等学校希望の 乙女編集 委員会 編 『希望の乙女

あゆみ』、創価女子 中学校 ・高等学校、1974年 、78-79頁 。

(8)創 価女子 中学校 ・高等学校希望の 乙女編集 委員会 編 『希望の乙女

あゆみ』、79頁 。

(9)創 価女子 中学校 ・高等学校希望の 乙女編集委員会 編 『希望の 乙女

あゆみ』、80頁 。

創 価女子中学校 ・高等学校一年 の

創 価女子中学校 ・高等学校一年 の

創 価女子中学校 ・高等 学校一年 の
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当 日の朝、伸一 は、やむ な く欠席す る旨を校長 に伝 え、 また生徒への伝言を託 した。

女子学園のプール の壁 には、『先生おか え りな さい』 と、ひ ときわ大きな文 字が躍 り、生徒た ちは伸一

の到着 を、今 か今 か と待 っていた。

皆が"山 本先生 は絶対 に出席 して くだ さる"と 確信 していた。

果 た して生徒 は どうす るのか一 そ こに人 間教育の真価が表れる。

いよいよプール開 きが始まった。だが、用意 した創立者席に、山本伸 一の姿はない。

校長 の牧原が あい さっに立った。

「本 日、創立者は、 ど うして も外せ ない用事が ございま して、ご出席 にはなれません」

す ると、 「え一 っ」 とい う声が起こった。

「また、 山本先生か らは、次のよ うな伝言 をいただいてお ります。

『残念ですが、大切な用事が あって、今 目は、 どうして も出席で きません。 しか し、皆 さん が元気 な

こ とはわか っています。 パン と牛乳 を届 けま したか ら、皆 さんで召 し上が って くだ さい』」

だが、生徒た ちの落胆は大 きかった。 目に涙を浮かべ る生徒 もいた。

牧原 は懸命に訴えた。

「皆 さん は山本先生か らパンな どをいただきました。私は、そ こに、皆 さんを家族 の一員で あると思

って くだ さってい る、先生の温かいお 心が感 じられてな りません。 こうした創 立者 のご配慮の意味 をよ

く理解 し、先生が私 たちのことを見守って くだ さってい る と思い、明 るく頑張ろ うではあ りませんか。

私た ちは今、一人ひ とりが本 当に開拓者 なのか、本当に山本先 生の娘 といえるのかが、試 されている

と思います。創 立者が来 られ ないか らとい って、落胆 し、元気 をな くして しま うの であれば、甘えてい

るだけではないで しょうか。それでは、先 生に、ご心配 をおかけ して しま うだけです。

自分は先生の娘 である と思 うな らば、 こ うい う時 こそ、元気 あふれ る大成功 の催 しを行 い、先生にご

安心 していただ くべ きで はないで しょうか」

生徒たちは、牧原の話 を聞 くうちに、決意 に瞳 を輝かせ 始めた。

校長 の話 を終 えた ときには、賛同の拍手 がわき起 こった。

皆、気 を取 り直 した。
"私たちは師子の娘だ"と

、そ こに伸一 がい るかの ように、元気 にプール開 きをお こなった。

できたばか りの愛唱歌 も、創 立者 の耳 に届 けとばか りに熱 唱 した。

物事 が思 い通 りに運ぶ ことな どない ものだ。 む しろ、予想外の事態に苦 しみ、落胆 を繰 り返すのが現

実 といってもよい。 しか し、その時に、めげず に、明るく突 き進むなかに、人間 としての成長 があるの

だ(10>。

これほど、当時の創立者 と生徒の精神的な距離が近いことは、一般の私立学校にはなかなか見

られないことであろ う。また池田の欠席とい う事態も、生徒一人一人の成長へ とつなげていく契

機 としてとらえているところは、すべてを人間教育の糧にしていくという創価学園ならではの教

育方針の一端を反映しているともい うことができるのではないだろうか。

また、1さ んは健康祭のときの蛍会結成の時のエピソー ドを語ってくれた。

「第1回 健 康祭 の場面 です。高校3年 時、昭和50年10月6日 の第1回 健康祭前夜祭に ご出席 くだ さった

創 立者 より、卒 業生 の誓い を 『螢の光 窓の雪 とうたわれ た求道心 にも含 めて螢会 と命名 しよ う』 と言

って くだ さり、生涯の方向性を ご指導 くだ さいま した。」(1さ ん)

(10)池 田大 作 『新 ・人 間 革命 』第17巻
、156-158頁 。
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創価女子学園卒業生の会を 「蛍会」(結成当初は表記が 「螢会」となっている)と 命名 したこと

に関しては、一昨年の筆者の論文(11)で も記 されているが、蛍のいる学園に象徴される自然豊か

な教育環境や、歌に出てくる 「ほたる」に象徴される求道心 とい う観点から池田が 「蛍会」 と命

名 したことがうかがえる(12)。蛍会の結束は固く、卒業後30年 以上経過 した現在でも、同窓会が

開かれるなど、池田の指導通 りに卒業生 らが生涯にわたる友情を築いている様子が うかがえる。

「中学3年 の希望祭 で、実行委員 をや っていて シナ リオを担当 しま した。『マイ ウェイ』を歌 うことにな

っていま した。そこで、『私 の中に学 園がある』 とい う言葉 をつ くって、自分で、ああそ うだな って。 自

分が学園を体現 してい く一人なんだな とい うこ とを自覚 した、その瞬 間を覚 えています。」(Cさ ん)

Cさ んの語 りからは、「自分の中に学園がある」とい う言説が見 られた。彼女は卒業後韓国に渡

り、26年 間滞在 したのちに、2人 の娘さんが創価大学に入学することになり、数年前に親子で再

び 日本に戻ってきている。インタビューでは、彼女が学園卒業後、韓国の名門大学に進学、その

後就職、結婚などの出来事を経て滞在する中で、創価女子学園の卒業生としての姿を周囲にどの

ように示すべきかについて常に考えていたと語る場面もあり、この言説は彼女の精神的骨格の一

つになっていたとみることができる。

また、Cさ んは池田に対 して直接報告を試みた経験について、以下のように語ってくれた。

「高1の4月 か5月 に、寮生の新入生を呼んで くだ さって、茶話会を して くだ さったんです。先生は 『体

は大丈夫 かい』 などと心配 して くだ さって。 私は、その とき生徒会の執行部の選 挙が終わった ばか りだ

ったので、先生 にご報告 しよ うと思って、『先生 日』と大きな声でお呼び したんです。で も2回 とも無視

されま した。3回 目に 『先生!』と言 った ら、こちらを向いて 『うる さいんだよ』と言 われた んです。『(君

は)ホ ン トに声が大 きい んだ よ』 と言われたんです。そ して、今度は校長先生に対 して 『お茶 を飲む と

きはお茶 を飲 む とき、話す ときは話す とき、 とい うように"け じめ"を つけ る教育を しな くて はいけな

い』 と言われたんです。それ か ら記念撮影 をす ることになったんですが、その席上で 『僕 は、 男みたい

な女はい らないんだ』 と言 われ たん です。『羊1000匹 よ りも獅子一匹だ』 と言 われ て。私は(先 生に叱 ら

れ た)そ の ことがす ごくシ ョックだ った のですが、学園の先生方 は、『(先生 に)叱 られて よかったね一。

これで、(Cさ んの)一 凶 を断ち切 ることができるね』 と言 うんです。それで人生観 が変わ りま した。 自

分 の傲慢な鼻をへ し折 られ た とい うか、本 当に池 田先生 にも、学園の先生方 にもご迷惑 をおか けしたな

と反省 を しました。 自分の周 りがまった く見 えてない って ことがわかってい なかった、それは良 くなか

った と反省 したんです。」(Cさ ん)

茶話会 という静かにお茶を飲む雰囲気の中で発言したことを池田に注意されたCさ んであった

が、その後、自身の内面の変化について以下のように語っている。

「それです ごく反省 したん です。すべての ものか ら学べ。 自分 にはこの思いが足 りなかったなって。そ

(11)富 岡 比 呂子 「池 田大 作 の 教 育 思 想一 女 子教 育 の観 点 か ら(2)一 」、30頁 。

(12)「創 立者 と と もに 」編 集 委 員 会 編 『創 立 者 と と もに』、266頁 。
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れ までは、いわゆ る表 に出る 目立つ仕事 でも物お じせず にどん どんや っていたのです が、それ か らは草

刈 りとか、裏方 の仕事 をや る ようになったんです。桜 同好会、蓮同好会 のよ うな、地 味ですが 自然 を守

る活動 もしていま した。」(Cさ ん)

「その後、韓国に行 って、 自分 と他人 を見 る 目が養われた。 自分 が正 しいか ら、相手 も当然わ かって く

れ るとい うのは違 うとい うのがわかったんです。それぞれの国の文化や風土が ある し、い ろん な歴史が

あ るので、 自分 の論理 を押 し通す のはよくない と思いま した。 また、 こ うい う考 え方 を学園で学 んで、

韓国に行けたのはよかった と思います。」(Cさ ん)

彼女は、池田に注意されたことで、周 りの状況を顧みずに自分の論理を通すことの誤 りを指摘

されたことに気づき、この部分を直す ことができたことが、その後の彼女の人生にもよい影響を

与えていると指摘 している。些細なことだったかもしれないが、Cさ んにとってこの池田とのや

りとりが、彼女の人に対する心構えを変える一つの契機になったことが伺えるといえる。

② 今から振 り返ったときの学園生活の意味を明らかにする質問

a,今 となって学園生活はあなたにとってどのような意味をもっていますか。

これは、卒業後30年 以上たった現在の自分 として、あの当時の学園生活をどのように意味づけ

ているかについての問いである。

「先生 を誇 りに思 える心一 これが学園で培 ったものです。 自分の最 高の師匠が池 田先生だ と思 って動

けるこ とが 、本 当の誇 りなんです。先 生 とい う最高 の人格 を10代 の ときに見 ることができたの は宝。 あ

れ(学 園時代)が なかった ら、す ごくひね ていた人 間になっていたか もしれ ませ ん。すべて人 のせい、

社会 のせい にしていたかも しれ ない。」(Aさ ん)

「私 は先生 に会 えたか ら、人間を信用 できるよ うになれたんだ と思います。先生 に会 えなか った ら、大

人 なんか信 じられなかった。 この6年 間がなけれ ば、今の人生 とは全然違 うと思い ます。それ までは社

会 に対す る不満、大人に対す る不信 、理不尽 さをいっぱい感 じていた。先生 に出会 って、その偉大 な人

格 に出会った瞬間、心が解放 され た気 がす るんです。 自分のすべてを受 け入れて も らえた とい うのは大

きい。 自分 を卑下する こともな く、ひね くれ ることもな く、『いろんな人 がいていいんだ、それ も全部大

丈夫だ よ』 と言って くれ た先 生がいたか らです。先生の温か さ、大 き さ。それがなか った らどん な人生

だ った ろ うな と思 います。」(Aさ ん)

上記のAさ んの語 りからは、学園生活や池田との出会いが、彼女の人格形成に大きな影響を与

えたであろうことがうかがえる。特に、池田との出会いによって、「人問を信用できるようになれ

た」という語 りや、「学園時代に自分をすべて受け入れてもらえた経験があったからこそ、現在が

ある」という語 りは、彼女にとって、この学園生活が何物にも代えがたいひとつのエポックであ

ったとみることができるであろう。また池田の人格にっいて、当時海外からの来賓を学園に招 く

際に、よく生徒が同席することがあったよ うであるが、そのときの池田のふるまいについて、A

さんは以下のように語っていた。
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「一流 の人 をお出迎 えす る。 これ も生きた教育 であ り、訓練 です よね。先生 のお客様 をお迎えす るお姿

か ら学ぶ こ とができま した。そ こで驚 くことは、先生のお客様 への態度 と私た ちへの態度に一分の違い

もない ことなんです。先生が、松下幸之助や吉川英治 と話 す とき と、私たちに接す る ときと同じなの よ。

そ うい う人たち との対話や先生 のお客様に対する最敬礼の姿勢 を見せ ていただ くことがで きま した。 こ

うした先 生のお迎えのお姿 を見せていただ く、 この機 会 をいただいたこ とは本 当に宝です。今か ら考 え

て もそのこ と自体 が最高 の人間教育 といえるのではないか し ら。」(Aさ ん)

ここで、一流の客人に対する池田の態度 と、生徒に対する態度の間に違いがなかった とい う語

りが見 られた。このAさ んの語 りから、一人ひとりを最大限に尊重 しながら、最敬礼の姿勢を持

って接する池田の人間としての振る舞いの一端が うかがえるといえる。また、10代 のときにその

ような池 田の姿を間近にすることによって、一流の人間のあり方について思索を深めることがで

きたことは、Aさ んにとって貴重な経験だったといえるだろう。

「学園時代 の価値観が今 を作っている といって も過言で はあ りませ ん。傲慢 な言 い方か もしれませんが、

正邪は間違 えないと思 う。それは先生か ら教えていただきま した。『自らが/心 の中で/指 揮 と りて/一

人 も残 らず/幸 福 勝ち取れ』 とい う指針 をいただきま したが、 これは、先生 がこれだ けの ことは、学園

で私たちに教 えてきた よとおっ しゃってい るのだ と思います。人間 として、何 が正 しくて、何が悪か、

これ をしな くてはいけない、 これ は してはい けない とい うよ うな こと、 自分 の中のこのよ うな価値判断

の軸 はぶれない と思います。」(Aさ ん)

また、善悪の価値判断の基準についても、学園時代にその核 となる部分を培 うことができた と

い う語 りがAさ んから見られた。

Gさ んは、創立者である池田が生徒に寄せる思いや生徒 と池田との距離について言及 している。

「(学園時代は)先 生 と自分 との間に何 もなかったんです。自分た ちの思いを先生 はみんなわかって くだ

さってい るんだ とい う思 いが あ りま した。無条件 に、『君 たちは一流の人になるんだよ、君たちが社会を

変 えてい くんだ、大丈夫だ よ』 と言葉 をか けて くだ さった こと。 ここまで信頼 して くだ さると、カが出

ます よね。 こんな ちっぽけな可能性 を持 った人間 に対 して も、心をかけて、一生分 の激励 をして くだ さ

いま した。」(Gさ ん)

ここから、創立者が一人一人の生徒のありのままの姿を受け入れ、温かく包み込みながら、将

来に思いを馳せ、信頼を寄せている様子が うかがえる。この池田の温か く広い心に触発されて、

彼女も卒業後、教育の道を進んだと語っていた。

「女性 としてその後いろんなこ とを経験 していますが、 とにか く学園 時代 に最高 の思い出を作 っていた

だい たので、 これがあれば一生何 があって も生 きていけ ると思 うんです。 この学 園時代がなかった ら、

今 の私 は考 えられません。環境 とい うのが大 きい と思います。平安絵巻 のよ うな学園生活の毎 日で した

ね。 自然 の中で過 ごす と心が=豊かになる、 こ うい うことを教 えて くだ さったんだな と思います。それ も

先 生が意味づ けて くだ さったんだ と思いますが。」(Bさ ん)
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「この時代 は私 に とっては原点 です。あの時がなか った ら今はない。 かけ がえのない友情 を築 けた のも

よかったです。」(Dさ ん)

「卒業後 、創価 大学へ進み、創価学会本部 に勤務 し、創 価の道 ひ とす じに生 きて参 りま したが、人生の

す べての原 点は女子学園時代にある、といって も過言 ではあ りません。『他 人の不幸 の うえに 自分の幸福

を築 くこ とは しない』との人生 の根本 となる哲学を定め させ てい ただいた意味があ りま した。」(1さ ん)

「受験す る ときは 『先生の作った学 園で学びたい』とい う思いがあ りま した。3年 間学んで出てみた ら、

『先 生 との思い出』は もちろんの こと、あ と 『友情』、 この2っ が 自分の一生涯の財産 にな りま した。」

(Fさ ん)

Bさ んやDさ ん、1さんの語 りからは、学園時代の思い出がなかったら今の自分はないとい う、

いわばその時期を自らの原点として語る表現が見られた。 この傾向は一昨年の調査(13)に おいて

も多 くの対象者にみられることであり、3年 間もしくは6年 間の学園生活を、自身の人生を方向

付ける精神的基盤 として重要なものと位置付けていることがわかった。また、生涯にわたる友情

を築けたとい う語 りも、Dさ んやFさ んにみられた。

Hさ んは、学園時代を通して自主性と培 うことができたことが財産だと語っていた。

「一番は 自主性 を しっか りっ くっても らった ことです。揺 るが ない 自分 自身で しょうか。3年 間を通 し

て、 自立 の心 を養 えた と思います。人 に頼 らない とい うか。私は一人で大阪に出てきて下宿 して 、誰 と

も違 う人間 なんだ と。 そ こで しっか りと自分 を見つめるこ とがで きま した。」(Hさ ん)

「1期生の特徴 として、『何 があって も揺るがない』 とい うのがあると思います。それ は先生 に編み込ん

でいただい た、毎 日先生を考えることがで きた3年 間だ ったか らだ と思います。私 自身は、 自分が先生

の娘でい いのか とい う葛藤 があ りま した し、優秀 な友人 を見て うらや ま しい と思 っていま した。で も、

『自分は 自分で生 きてい く、芯 を しっか りもって揺 らがない』 とい うのが1期 の共通点 じゃないか と思

います。だか ら誰に も相談 しないですね(笑)。 先生 のこ とを思 っては悩みます け どね。」(Hさ ん)

Hさ んは1期 生の特徴 として、「揺らがない」とい う点をあげていた。特に創立者の池田と自分

との関係についての思いについてそのような語 りが見 られた。同じような語 りが、Eさ んにおい

ても見 られたので紹介 したい。

「先生 との出会いによって、人生の方向性 もだいぶ変 わ りま した。(私 の)子 どもは 『1期 の人 たち、お

母 さんの友だちはみんな同 じ雰囲気が ある よね。』 と言 うんです。 どんな雰囲気か とい うと、『主人や子

どもは どうで もいいか ら、 とにかく私は先生を求 めてい くの1み んな、っいて きな さい!』 み たいな感

じだそ うです(笑)。 」(Eさ ん)

(13)富 岡 比 呂子 「池 田大 作 の 教 育 思想 一 女 子 教 育 の 観 点 か ら(2)一 」
、21-22頁 。
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このように、高校1期 生の特徴として、『創立者 と自分』という一点が学園時代の薫陶を通 して、

揺るぎないものとしてきちんと定められている可能性が示唆された。またこの 『創立者 と自分』

とい う観点は、『師匠と弟子』を基盤にした学園精神の伝統を形成する一つの精神的骨格となった

ともいえよう。

Hさ んは、社会に出て困難な状況に陥った時に、学園時代の思い出が自身を救ってくれたエピ

ソー ドについて語ってくれた。

「学園時代に悩んだこ ととか苦 しか った ことは一切覚えていないんです。 あれ ほどいろんな悩み とかあ

った と思 うんですが、嫌 な記憶、苦 しい記憶がないんですね。人生 の節 目で、最大限に苦境に立た され

るときがあ りま した。そ の ときにや っぱ り、なに くそって思って、一番支 えになるのが、あの学園時代

の3年 間だった。私に とっては、そ こに戻れ る、命が帰 ることができて、またそこから頑張れるんです。

そ うい う場所 があるのが あ りがたい。一人の部屋 で、(学園の)愛 唱歌 をガンガンかけて、その当時の指

導をひ もとくと、『本 当にこんな ことで負 けてい られ るか!』 と命 の底 か らの勇気 をいただ くんです。そ

れは先生がい らっ しゃるか らなんです よね。先 生が見ていて くだ さるか ら。それは当時の 自分 の思いで

す よね。 自分 自身 が一番 ピュアだった頃、『先生 のこ構想通 りの女性 にな りたい』とい う思いを持 ってい

た、それ を純粋 に求めていた とき、そ してそんな学園生を先生 が命 がけで守 っていて くだ さった、その

ときに戻れ るんです。」(Gさ ん)

Gさ んは、職場で誹諺中傷をされたりと、大きな苦難を受けている状況下で自分の精神を支え

てくれたのは、学園時代の思い出であり、当時の自分の決意や創立者 との絆であったと述べてい

る。卒業して30年以上経過したにも関わらず、当時の思い出がここまで彼女を勇気づけ、立ち直

らせる契機 となっていたのかと、これは筆者もインタビューをしていて感銘を受けたエ ピソー ド

であった。

b.も し、 高校1年 生 に戻 っ て 、学 園生 に な る とした ら、 ま た学 園生 にな りた い(学 園生 活 を

送 りた い)と 思 い ま す か。

この質問に関しては、今回の対象者全員が 「戻 りたい」「また学園生活を送 りたい」と回答 した。

その質問の際に、「では、戻ったとしたら、今度はどうしたいと思いますか」とたずねると、以下

のような回答が見られた。

「もちろん(戻 りたい と思います)。(今 でも)そ の ときの友だ ちと会った瞬間、も とに戻れ る。会 った

瞬間、も う現実に学 園生 にな って る気がす るんです(笑)。 今で もあだ名や呼び名 とかそのまん まだ し。

あの ときはみんな学園生で したが、今は主婦 してた り、通訳 してた り、 フリーターか ら社長 になった人

もいた り、ホン トそれぞれですけ どね。」(Aさ ん)

「今 す ぐでも戻 りたいですね。や りたい こと?お んな じことをや りたいですね(笑)。 今 の学 園生 は(勉
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強 とか)大 変だ って聞いてるか ら。」(Bさ ん)

「はい。1期 は色 々実験台の よ うに、先生方 も試行錯誤 だった部分 もあると思います。授業 ももちろん

あ りま したが、行事 の準備 とか多かった し。一つの授業 を何 回もや った り、一つの議題 について何度 も

話 した りしま したね。何 をや って も伝統になった とい う時代 です よね 、それで 、わが道を行 く人た ちが

増 えていったんだ と思い ます。本当 にのびやかに させていただいた。 その意味 で、勉強は し足 りなかっ

たかな と思 いますが。で も、楽 しかったか ら、絶対戻 りたいです。」(Eさ ん)

「はい。今度は も う少 し勉強 したいですね(笑)。 先生方 も、ど うして 『勉強 しな さい』 って あま り言わ

なかったんだろ うなんて思いますけ ど。行事 も多 かったです しね。」(Fさ ん)

「はい。今度は本 をいっぱい読みたいですね。(自分 の心が)い じけてい ることは意 味が あった んで しょ

うけど、 もっ と早 くその状態 をくぐ り抜 けておけばよかったと思います。」(Hさ ん)

「はい。素晴 らしい 自然環境 、また教育環境 に恵 まれ、情操豊かな人間教育を情熱 をもって打 ち込 んで

くださる学園は世界の どこにもない と誇 りに思っているか らです。」(1さ ん)

これ らの回答か ら、もしもう一度学園生活を送れるなら、勉強をしたい、本を読みたいなどの

意見が読み取れることと思 う。 どの対象者も、懐かしく学園時代を思い起こしながら語ってくれ

た質問でもあった。

c,今 になって思 う自身の学園生活のよかったところ、反省点はありますか。

学園時代がんばったこと、打ち込んだことに関しては、以下のような回答がみられた。

「3年間、無遅刻無欠席 で熱 が出て も楽 しく学園に通いま した。一っ一つ の出来事が夢の よ うで した。

すべてが創 立者 とともに歴史 と伝統を築いているのだ との喜びに満 ち溢れていま した。」(1さ ん)

「片道2時 間の通学をや りきれ たこ とです。暑い 日も寒い 日も眠い時 も空腹 時も、常 に池 田先生 のこと

を"お 父 さん"と 慕い続け、娘 として最高 の青春 を送れた ことに何 の悔 い もあ りません。学園建設(級

長会活動、クラブ活動、定期考査)全 てが黄金の思 い出 としていつまで も光 り輝いています。『学園時代

を悔いな く送れた人は、生涯悔いない人 生を生きれ る』との創 立者 の言葉 を深 く実感する昨今 です。」(1

さん)

1さ んが通学時間が2時 間近 くだったにも関わらず、無遅刻無欠席を貫いたということから、

彼女の学園に対する並々ならぬ思いを読み取ることができる。これ と同じ語 りは、一昨年の調査

の対象者たちにも見 られた(14)。

また、Aさ ん、Bさ ん、Gさ んは、学校新聞である 「創価女子新聞」の編集委員会に入ってお

(14)富 岡 比 呂 子 「池 田大 作 の 教 育 思想 一 女 子 教 育 の観 点 か ら(2)一 」、23-24頁 。

一46一



創価教育 第5号

り、 当時 の様 子 を懐 か し く語 っ て くれ た。

⑳ 新 聞 委員 会 の こ と

「(学園時代は)そ れぞれが 自分の したいことをしていた ような気 が します。私は新聞を作 った6年 間で

した。1期 だか ら、すべてが学園を作 る、伝統の第一歩 にな る活動だった。振 り返 ってみ ると、それぞ

れみんな した ことがあった と思 う。私はカメラ と新聞づ く りの6年 間だった。」(Aさ ん)

「(頑張った こと)新 聞作 りですね。 ガ リ版 をつ くるとき大変だった。毎週やろ うと思 うと、大変でね。

また原稿 をチェ ックす る原 田先生が厳 しくてね。す ぐボツになった りして。第1号 を先生 にお届 けした

ら、『僕が一番の愛読者 だ よ』 とおっ しゃって くだ さって。 ロー ラーに焼き付けるか ら、手 も汚 くなる。

ホ ン トに原始的なや り方 だったの、手刷 りって感 じ。 これを6年 間、作っていたのよ。原稿 を仕上が る

のが、発行 日の一 日前 とかでね。『新 ・人間革命 』にも載っています。手が汚 くな るなんて言 っていない

の に、先生が 『爪 の中まで真 っ黒 にして、印刷 してくれた』 と書いて くだ さって。『先生け(実 際には)

見てお られないのに、そ こまで私 たちのこ とをわかっていて くだ さったんだ』 と、 とても驚いて、感動

しました。それ も卒業 してか ら30年 以上 たってか らなの よ。新聞作 りの苦労は、それ が大変だ った とか

じゃなくて、毎回の ことだか ら忘れ られ ない思い 出としてあ ったんです。で も先生 がそれ を書いて くだ

さるなんて、思い もしなかった し、知 る由もなか った。だか ら、人間革命 に出た ときは本 当にびっ く り

しました。」(Aさ ん)

上記のAさ んの語 りは、小説 『新 ・人間革命』に載っている。池田がプール開きの報告を受け

たあとで、校長がガリ版刷 りの新聞を差し出す場面がある。

しばらくす ると、女子 学園の校長 の牧原光太郎 ら三人 の教師が、プール開 きの報告に来た。

伸一 は、生徒たちが元気 であったことを聞 くと、胸 をなで下 ろした。

「それは よかった。 みんな、立派 に成長 しているね……」

牧原 は大 きく頷き、ガ リ版刷 りの新聞 を差 し出 しなが ら言 った。

「はい。生徒た ちの成長は著 しいものがあ ります。 この学校新聞 も、生徒が作 りま した。名前は 『創

価女子新聞』 といいま して、これ が創刊号で ございます」

伸一 は、その新聞 を、一行一行、丹念 に読み始 めた。生徒が必死になってガ リ版 を切 り、爪の先まで

イ ンクまみれ にな りなが ら印刷す る光景が、彼 の脳裏 に浮 かんだ。

「よ く頑張 ったね。内容 にも明確 な主張があ り、意欲的だね。文を書 くことは 自分の思想 を培 うこと

になる。将来は女子学園生のなかか ら、一流のジャーナ リス トも出て ほ しいね。

この新 聞は、 どの ぐらいのサイクル で発刊す るんだい」

「週刊です」

原野秀美が答 えた。彼 女は、 この編集委員会の顧 問であった。

「週刊か。す ごいね。大変か もしれないが、持続 はカだ よ。何があ って も投げ出 さず に続 けてい くな

らば、そこか ら新 しい道 が開かれ るものだ。十年続 ければ、大変 な歴史 と伝統ができる」

「はい。み んな燃 えています。新聞を通 して全校生 の意識 を啓発 してい くとともに、学園建設の記録

を残 してい こ うと決意 しています」

「ぼ くは毎号、隅々まで読むか らね。一番の愛読者 にな ります」

以後 、新 聞は毎週1回 の発刊を続 け、そ のたびに、伸一の もとにも届 け られた。

彼 は、毎 回、女子学園の ことを生命 に刻みつけ よ うとするかのよ うに熟読 したのである ⑯ 。

(15)池 田大 作 『新 ・人 間 革 命 』 第17巻
、!59-160頁 。
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Aさ ん は 、そ の 『新 ・人 問 革命 』 の箇 所 にふ れ なが ら、 こ う語 っ た。

「池 田先生 はそ こまで思って くだ さったんだ。(学 園の)先 生だって思っていないこ とを、書いて くだ さ

った。 たった1枚 の新 聞なのに、丹念 に1行1行 読んで くだ さった。 これ が私 たちの6年 間の励みだっ

たんです。30年 後 になって、この記事 を読 んで、改 めて感激 しま した。当時は、『10年続 けば歴史 と伝統

ができるよ』 とい う言葉 に励ま されて、続 けることができていたんです。」(Aさ ん)

Bさ んとGさ んも新聞委員会のときの話を懐かしそ うに語ってくれた。

「新 聞委員 会に入 っていま した。新 聞は、学園生に対す る啓蒙活動 の一番 有効 なツール として使 えます

し、池 田先生に学園の様子 をお伝 えす るお便 りだ と思っていま した。 先生は 『僕 は愛読者だ よ』 と言っ

て くだ さいま した。」(Bさ ん)

「打ち込んだ ことといえば、紙 面作 りですね。今で もその ときのメンバーは絆 が強 い。本 当に大変です

よ、新 聞作 りは。(顧 問の)原 田先生 が厳 しくてね、中高生扱 い されなかったの。す ごいクオ リテ ィの高

さを求 められたんです。 学校新聞なのに、す ごくプ ロフェッシ ョナルだったの。章 立てを決 める人、構

成 を考 える人、それ ぞれ役割 があってね……」(Bさ ん)

「(学園時代は)何 で もや りま したね。新聞の編集 委員 を基盤 としてや らせていただきながら、一っ一っ

の行事 を傍観者 じゃな くて、 とにか く主体者 としてや るんだ、 と思ってやっていた。 自分 が作 る、それ

が楽 しい とい うことを教 えていただ きま したね。新聞委員 の活動は、紙面 作 りが とて も大変でね。で も、

文章 を書 くことを通 して、 自分の意 見を整理す ることや表現す ることを学びま した。 この経験 は今 もっ

て役 に立 っています。教育関係の仕 事は書 くこ とが仕事ですか らね。わか りやす く書いて伝 えることが

必要ですか ら。」(Gさ ん)

当時の 「創価女子新聞」作成のときの苦労と、「僕が一番の愛読者だよ」と励ましてくれた創立

者の期待に何 としても応えたいとの対象者たちの思いを読み取ることができる。また現職の小学

校校長であるGさ んは、当時の新聞作成の経験が、現在の仕事にも役立っていると述べてお り、

当時の紙面づ くりで文章を書く訓練がいかに厳しかったのかを忍ばせる回答となった。

Hさ んは、学園時代に頑張ったこととして、校内の美化活動(そ うじ)を あげている。

「一番頑 張ったのはそ うじで しょうか。落 ち込んでいた 自分 を励 ませ たのが、そ うじで した。 先生が学

園に来 られた時に、学 園をきれい にしよ うと思ったので、そ うじを一生懸命 したんです。 みんなあま り

やっていない ときもあ りましたが。自分に 自信 がなくて落 ち込みそ うな ときに、『で も私、毎 日こうやっ

てそ うじしている じゃない、立派 じゃない?』 って思ったんです。 それ でっ らいときを乗 り越 え ること

ができたんです よね。『きちん と地道 なことをす る、先生の作 った学校 を磨 きたい』とい う思 い、この こ

とは 自分だけが知 ってい るか ら乗 り越え られ る と思い ます。」(Hさ ん)

この語 りから、そ うじという一見地味な作業であるが、それが確実にHさ んの心を磨く糧とな
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って い た こ とを 読 み取 る こ とが で き よ う。

反省点については、以下のような語 りが見られた。

「もっとちゃん と勉 強 してお けばよかったな と思い ます。新聞委員 だったので、ものを書 くの は随 時や

っていた し得意 だった。最初 の頃の校歌作成委員会 に入 っていて、歌 を作 った りしていま した。私 たち

の ころは歌がいっぱいで きま した。」(Eさ ん)

「お勉強です(笑)。試験前はまあ勉 強 しま したが、なかなか普段 の生活で勉強の機会 がなかった んです。」

(Gさ ん)

「定期考査の時、平均 点よ り20点 は どの教科 も上回 る結果を出 させ て くだ さい、 と祈 り勉学に励み ま し

たが、今思えば、何故満点 を取 るよ うに と祈 り、励 まなかったのか悔 やまれます。」(1さ ん)

「もっ といろんな本 を読 んでお けば よかったな とい うのが反省点です 。」(Dさ ん)

「本 を読みたかった。学 園生活 は行事 が多か ったんです よね。だか ら、 じっ くりと読書す る時 間が なか

った。下宿 か ら通学に1時 間かかる ときは、通学時間に読書 していたが、3年 目は学校 の近 くになって、

読む時間がな くなった。」(Hさ ん)

もっと勉強をしておけばよかったというのは、前回の調査 ⑯ でも見 られた回答の傾 向性であ

った。草創期の学園は、おそらく現在よりも行事 も多 く、生徒たちも勉強以外の活動で多忙であ

ったろう側面も読み取れる。今回は読書についての語 りも見られた。

d,今 も心に残っている創立者の指導や原点があれば、教えてください。

これは、在学中の創立者の指導で特に印象深いものについて問 う質問である。同期であるCさ

んとDさ んにおいては、同じ指 導をあげることが多く、以下の回答が見られた。

「今 も印象に残 って いるのは、『忍耐 と努力』について、中1の ときの第5回 希望祭の ご指導です。 この

人生 は忍耐 と努力を調 和を もってや ってい くことが大事 なんだ よとい う指導 だった と思います。女子教

育 とい うよりも、人 間 として ど う生 きてい くのか とい う根本の指導だった と思います。」(Cさ ん)

「入学式には先生がお見えにな らなかったのですが、7Eの(第5回)希 望祭 に先生が来て くだ さって

原点が一つできま した。 昭和52年 の7E4日 、先生が忍耐 と努力の人 に とい うご指導 を して くだ さいま

した。特に1年 生の最初 の出会 いの ときの指導だ ったので、強烈で した。 この言葉 は、社会に 出るよ う

になって よく思い出 しま した。 でも当時の私 には正直難 しかったです。 なんでこんな難 しい ことなんだ

ろ うと思ったけ ど。 で も今振 り返 ってみて、本 当にそ うだな と思います。『努力すべ き時 に努力で きる、

忍耐すべ き時に忍耐できる』 とい うこ とは本 当に大事だ と思います。 その とき、先生 は大 きくて温かい

人 だな、先生の もとに来れて よか ったな、嬉 しいな とい う気持 ちだったのを覚えてい ます。」(Dさ ん)

「寮生 との懇談会では、『人 に迷惑 をかけない。迷惑 をか けた人は、ろ くな死 に方 を しない よ』とい う指

(16)富 岡比 呂子 「池 田大 作 の教 育 思 想一一女 子 教 育 の観 点 か ら(2)一 」
、24頁 。
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導をいただいたんです」。(Cさ ん)

「寮生の懇談会、『人に迷 惑をかけない』 とい う指導 があ りま した。す ご く当た り前 のことなんです けど

ね。 より細 か くお っしゃっていた よ うな気がす る。人間 としてのあるべ き生 き方 をよ り具体的 に示 して

くだ さったので はないで しょうか。」(Dさ ん)

「『いかなる時 にも希望の微 笑を忘れない乙女 たれ』 とい う指導があ りま した。この、『いかな る時 にも』

とい うのが大事 だ と思 う。人生、365日 毎 日が幸せ ってい う日ばか りではないですか らね。そ の意味で、

先生は女性 らしさも求めてい らした と思います。」(Cさ ん)

「第8回 入学式 の ときの 『いかなる時 にも希望 の微笑 を忘れぬ乙女 たれ』 とい う指導 が印象的で した。」

(Dさ ん)

2人 とも中学5期 生 として入学したが、在学中の池田の指導について言及 している。はじめの

忍耐 と努力についての指導は、第5回 希望祭のもので、池田はスピーチの冒頭で 「あまりに平凡

な、そして皆 さん方にはいやな言葉であるかもしれないけれども、『忍耐』 耐え忍ぶ、『努力』

一 雄々 しく進んでいく、この 『忍耐』と 『努力』 ということを、いつも人生は保っていかなけ

ればならない」(17)と述べている。さらに、後半部分で、忍耐と努力がいかに大切なのかについて

より具体的にふれている。彼は、「いろいろな状況のときに、その努力があるかないか、忍耐がで

きるかできないか。きょうはいやだけれども努力しよう。この瞬間、耐えられないけれ ども忍耐

強 く時を待とう。そのようにいやな思いであるけれども忍耐をもって、知性の発露 として、立派

に現実の社会、現実の人生において調和がとれる人が幸せな人です。本当に立派な人 とはどうい

う人か。努力すべき時に努力する、忍耐をすべき時に忍耐ができる人です。 どうかこの二つをこ

れからの学園生活においても、長い人生においても忘れないでいただきたいと思います」(18)と指

導を結んでいる。

また、「人に迷惑をかけない」とい う指導については、昭和53年 の寮生との懇談会での、「どう

か皆 さんは、お父さん、お母 さんに迷惑をかけないで、自分のことは自分でや り、自分らしく責

任をもっていって ください。その人が人聞として偉い人であります。」(19)との言葉にみることが

できる。池田が女子学園生に対 して人(特 に両親)に 迷惑をかけずに、自分の信念を強く持って

生きていってほしいと念願 していたのがうかがえる指導である。この指導に関しては、一昨年の

筆者のインタビュー調査でも同じ言説 を見ることができ ⑳、多くの卒業生がこの指導を心に刻

んでいることがうかがえた。

さらに、『いかなる時にも希望の微笑を忘れない乙女たれ』とい う指導は、昭和55年4月10日 の

(17)「創 立 者 と と もに」 編 集 委 員 会 編 『創 立 者 と と もに』、278頁 。

(18)「創 立 者 と と もに」 編 集 委 員 会 編 『創 立 者 と と もに』、279頁 。

(19)「創 立 者 と と もに 」編 集 委 員 会 編 『創 立 者 と と もに』、282頁 。

(20)富 岡 比 呂子 「池 田大 作 の 教 育 思想 一 女 子 教 育 の観 点 か ら(2)一 」、25頁 。
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第8回 入学式のメッセL-・一一ジにみられる。池田は、「どうか、この尊い青春の三年間、美しい自然の

交野の地を舞台にして、生涯、崩れない友情の思い出を、皆さんの胸中にしっかりと刻んでいた

だきたいと思 うのです」 と、新入生に対して学園時代にうるわしい友情を育んでほしいと述べた

うえで、「皆さん方の新しい人生の出発点にあた り、幸多かれ と心より祈 りつつ、また 『いかなる

ときも希望の微笑を忘れない乙女たれ』と念願 しっつ、私のメッセージといたします。」(21)と結

んでいる。

このように、Cさ んとDさ んは上記の3つ の指導をあげたが、ここまでの一致を見たことは、

同時期に入学 ・卒業した2人 にとってこれらの指導が深 く心に残っていることを示 しているとい

えよう。

今回のインタビューでは、多 くの対象者が、池田が女子学園生に大きな信頼を期待を寄せてい

ること、またこのことが自らの道を切 り開く原動力になっていることについての語 りが見られた。

「先 生か らは、『どんな子 も幸せ になっていくんだ よ』とい う温かい思 いが感 じられま した。 自分 の成長

を待 って くれ ている人、信 じて くれてい る人がい る。 そ うした何物 にも代 え られない思い出や 、誰 より

も愛 され た とい う思 い出を持っ ことがあれば、特に女性 はそれ があれ ば、何が あって も生きていけ ると

思ったんです。」(Aさ ん)

「先生が 『学園生は、 どんなになって も守ってあげ る』 とおっ しゃって くだ さった。 これを聞いた ら、

先生は裏切れ ない と思 った。人間は信頼 され るこ とでカが倍増す るんだ と思いま した。」(Gさ ん)

Gさ んの語 りは、昭和53年 の創立5周 年記念昼食会の席で池田が 「人はそれぞれ どんな宿命、

運命を背負っているかわかりません。女性はある面では受身の人生を歩むかもしれない。 しかし

私は、学園生はどこへ行っても、どこでどのような生き方をしても、どういう結果になったとし

ても、ぜんぶ心の中に通じるように抱きかかえてあげたい。 どのようになっても、私は学園生だ

けはかばってあげたい。ただ一人私だけは一生涯 どのようにいわれても、皆さんの最大の味方で

す。あの学園生はだめだったとはいいません。全員、心の中に入って、その人をかばってあげた

い。それが、私のいつわらざる心情です」(22)と述べたところにみることができる。この指導か ら

池 田が創立者 として女子学園生一人ひとりを大切な存在と思っているのかが読み取れるが、上記

の二人の語 りから、その池田の思いをAさ んもGさ んも真剣 に受け止めていることが伺えた。

Gさ んは、池田が中国やソ連の訪問から帰国した際に生徒に贈ってくれたお土産についてふれ

ながら、それが自らの将来の道を決めるきっかけになったことを語ってくれた。

「先生が、 中国や ソ連 か らおかえ りになった時 に、切手 をお土産に くだ さったんです。その裏 にい うん

(2D「 創 立者 と とも に」 編 集 委員 会 編 『創 立 者 と と もに 』、255頁 。

(22)「創 立者 と とも に」 編 集 委員 会 編 『創 立 者 と と も に』、284-285頁 。
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な説 明が ロシア語で書いてあ りま した。そ の週末 、本屋 で 『ロシア語4週 間』 とい う本を買 って、ロシ

ア語 を勉強 しよ うと思ったんです。 そこで、漠然 とです が、将来は教育交流の分野 に行 きたい、そ こ

でお役 に立 ちたい とい う思いが強 くな りました。 これ も先生が一人 ももれな く手をかけてくだ さって、

ひ きあげて くだ さったか らだ と思 う。」(Gさ ん)

教育交流の分野に行きたいとい うGさ んの思いは、創価大学卒業後、小学校の教員 となること

で実ることになる。池 田のお土産に関する語 りは、Aさ んにも見 られた。

「先生は、海外 に行った ことのない私 たちに、 ロシアの1枚 の切手を くだ さった りす ることで、世界 に

目を開かせ てくだ さったんだ と思います。 あの当時、 ロシア といえば 自分の中ではあま りいいイ メー ジ

が なか った んですが。 た とえば、モ ス子 ちゃん人形 を校 内に飾 っていただいた りす ることで、 ソ連 とい

う国が よ り身近な ものに感 じられ ま した。そ こには先生 の平和主義の思い、そこに人 間がい るか ら行 く

んだ とい う人間主義があ ると思います。先生 のお土産 の一つ を見ただけで、 ソ連 が怖 い国だ とい うイ メ

ー ジがな くなったんです。」(Aさ ん)

ま た、Gさ ん は 、 「明 る く」 とい うの をモ ッ トー に して い る が、そ の きっ か け とな った 池 田か ら

の指 導 につ い て 以 下 の よ うに述 べ て い る。

「先生か ら『人生は長いんだか ら、とにか く明るく。焦 る と見栄 にな るよ。』とい うご指導 をいただいて、

なるほどと思った。正直、あの ときを振 り返 ってみ ると(自 分は)焦 っていたんだと思います、周 りと

比べてね。 とにか く福 運をつけな さいとご指導が あ りま した。そ うすれば、も し行 きたい ところがあっ

た ら、周 りの環境が、社会が行かせ て くれ るよ うになるか らと。着実に活動 もや って福運 もつ けて、 自

分 の実力 をつ けることが大事なんだ と教わ りました。そ うして振 り返ってみる と、自分の行 きたい国ほ

とん どに、今まで行かせていただいているんです。東京都の海外派遣研 修のメンバー に選ばれて、公費

で海外 に行 くことができて、教育交流 させていただ く機会 があったんです。(学園時代 に)指 導 を受 けた

こ とが、『ああ、 こ うい うことなんだな』 と思 うよ うにな りま した。『自分が貢献 したい、お役に立ちた

い と思 う分野で頑張っている と、いつか周 りの環境がそ う動いて くれるんだな。あ、振 り返 ってみれば、

自分のや りたい こと全部 叶ってい るな』と(笑)。 で もこの ことを高校時代 に教えていただいた ことは あ

りがたか った と思います。」(Gさ ん)

学園時代に池田から 「明るく」とい う一点と、「実力をつければ、周 りの環境がそれを可能に し

てくれる」 とい う指導の通 りに進んできたHさ んは、実際に教職に就いただけでなく、一番望ま

しい形で高校時代の夢であった教育交流の夢も果たすことができたといえる。

Bさ んは高校2年 の時に学園を中退してイギリスへ留学することになるが、そのときに池田か

ら直接激励を受けたエピソー ドについて語ってくれた。

「先生 との原点で一番大 きいのは高2の ときで した。海外 に行 くのを迷 っていたんです。他の人 に聞け

ば聞くほど、ど うすれば よいかわか らな くなっていた。(行 くべきなのか ど うか)答 えが欲 しかったんで

す、それ も先生 か ら。私 は中1か らの5年 間、常 に 『先生 な らど う考え られるか、どうお っしゃるのか』
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とい うことばか り考 えることが多かった。ちょ うど高2の1月 に池 田先生が来学 されま した。その とき、

私は(イ ギ リスには)行 かない と決 めていたんですが、副校長先生が私の手を取って、『こち らのBさ ん

が、 このたび高校を中退 して留学す るこ とにな りま した』 と先生に言ったんです。実 は、その とき親 は

も う退学手続 きを取っていたんです よね。私はそ のことを全 く知 らな くて、驚きま した。今か ら思 えば

あ りがたかったんですが。そ の ときは、『くそ一、大人 ってず るい!』 思 って。先生は私 に 『行 くの?』

と聞かれま した。 で も私 は 『行 きます』 って、 はっき りと言 えなかったんです。 どうした らいいんだ ろ

うって思って……先生が も う一回、『行 くの?』 と聞かれた ので、今度 は 『はい』って少 し大 きな声でお

答 えしま した。そ うした ら、先 生はも う一度、3回 目です けど 『行 くの?』 って。 ああ、こ うい うこと

なんだな と思ったんです。 一瞬で、『これ が答 えだ、行 くしかない』って思ったんです。『失敗 して もい

い じゃないか、イギ リスで失敗 して 日本 に帰って来な くてはい けなくなって も、(自分の心が)負 けなき

ゃいい じゃないか!』 って思った。『行 きます!』 って言った ら、先生は 『じゃあ行 きな さい』 と言って

くだ さったんです。」(Bさ ん)

「(この池 田先生 とのや りとりを通 して)こ れか らの人生で、私 が先生 か ら何 もか も指示 を受 けて生 きて

い くん じゃ ない。 どうす るのか先 生にお聞 き して 、先生が答 えをくだ さるとい うこ とじゃなくて、 自分

が決 めた ことを師匠 として応援 して くだ さる、 こ うい うことなんだな と思った。すべ て自分が決 めるん

だ と思ったんです。」(Bさ ん)

Bさ んは、この瞬間に自分の将来の方向性を決めることができたと語っており、池田とのや り

とりが彼女のそれまで逡巡 していた心を留学への決意に転換する契機になったことが伺える。

Hさ んは池田との原点について、大学時代のことについて語ってくれた。

「大学4年 の時 に教採(教 員採 用試験)に は受か らない と思っていたので、進路 を どうしようか と迷っ

ていたんです。 自分が教師に向いていないん じゃないか と思っていた ときに、池 田先生か ら 『教師にな

れ』と言 われたんです。先生に直接 言われた以上 は落 ちるわ けにはいかない と一念奮起 して、東京都(の

採用試験)に 合格 しま した。」(Hさ ん)

彼女はGさ んと同じく、創価大学卒業後、東京都の小学校教員として勤め、管理職試験にも合

格 し、現在校長(イ ンタビュー当時は教頭)を 勤めている。彼女の語 りから、池田か らの激励が

将来の進路を開く一つの要因になったことが読み取れる。

Aさ んは、学園時代に読んだ池田の詩についてのエピソー ドを語ってくれた。

「先生が ロワールに行 かれ た時 に、詩 を読まれた、その ときのものが あるんです。

『いつ の 日かあなた達 と共 に』 とい う言葉。その ときか ら私たちの夢 はロワールだったんです。『ロワー

ル は、きれ いな ところなんだ よ。そ こにいっか、行 ける ようになるんだ よ。』とおっ しゃって くだ さって。

卒業 してか ら同期のメンバ ー と研修 で行かせていただ くこ とができま した。」(Aさ ん)

こ の詩 は 、池 田が 生 徒 に送 っ た 『ロ ワー ル 』 とい う詩 に記 され てい る。

「いつ の 日か あなた達 と共に ロワールの大地 に 歩みゆ く事 を 願 いつっ。

健康 良識 希望の大地の ロワール を めざして。
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ロ ワー ル に は 、詩 が あ っ た。 絵 が あ った 。 曲が あ っ た。

ロ ワー ル に は 、 人 間 が い た。 自然 がい た 。 太 陽 と星 が い た。

そ して 、 ロ ワール に は 自分 がい た 。 平 和 が い た。」㈱

この語 りから、Aさ んは学園時代からこの詩を胸にロワールへの憧れや世界へ羽ばたくことに

思いを馳せていたことが うかがえる。彼女は、結婚後に実際にロワールの地を訪れる研修に参加

す ることができたことを嬉 しそ うに語ってくれた。

「先生 が 『ロワールで、この大地 に娘たち とともに出会 うことを願 いつつ一 』と言って くだ さったか ら、

いっ か絶対 に行きたいな、行 こ うと思 っていたんです。先生が学園時代に襖 を打 って くだ さったこ とが、

海外へ の目を開かせて くだ さ り、 自分の人 生を変 えたんです。 この研修の ときは、寝 ても覚 めても何 を

して も楽 しかったです。」(Aさ ん)

「私だ けじゃな くて、学園生一人ひ とりが それぞれ に先生 と誓 った こと、約束 したことが ある と思いま

す。だか らいまだにつ ながってい けるのか も。 それ だけ先生 に愛 されていたか ら。」(Aさ ん)

Aさ んの語 りから、創立者と生徒の強い絆を感 じることができる。また、生徒一人一人がそれ

ぞれの形で創立者 とっながっていたであろうことが読み取れるだろう。彼女は、この話をインタ

ビューの冒頭で、まだ筆者が質問を始める前から語ってくれた。 このことか らも、いかにこのエ

ピソー ドが彼女の中で大きなものになっているかを感じることができた。

e,も し子どもができたら、学園に入れたいと思いますか(も しくは、もうすでに入学させて

いますか)。

この問いは前回のインタビュー調査(24)で も行ったが、世代を超えた創価教育の継承がどの程

度なされているか、また自身の受けてきた教育を子 どもにも受けさせたいと考えるかについての

問いである。

「もちろん。み んな入れ てます よね、学力 さえ伴えばみんな入れ ると思います。 うち も娘が中2で 楽 し

く学園に行 っています、通学 も(千 葉 か らです ので)2時 間ち ょっ とかか りますが。」(Aさ ん)

「上 の子 は高2で 学園 に行 っています。 自分の受 けた教育 を受 けさせたい、先生の もとへ送 り出 した い

とい う思いは あ りますね。 特に女子 は関西で教育を受け させ たい とい う思い もあ ります。」(Bさ ん)

「はい。娘2人 を現在創価 大学 に入れ ています。」(Cさ ん)

「そ うですね。すで に入れてま して、3番 目の子 どもが 中2で 高校受験の予定です。理 由は、 自分が受

けた教育 を子 どもに もとい う思いですね。私 たちのときは在学 中に先 生にお会いす るこ とが本 当に多か

った んです。激励の品 もた くさんいただきま七た し、先生 と自分 との間に何 もなかったんです。で も品

(23)「創 立 者 と と もに 」編 集 委 員 会 編 『創 立 者 と と もに』
、392-394頁 。

(24)富 岡 比 呂子 「池 田大 作 の教 育 思 想一 女子 教 育 の観 点 か ら(2)一 」
、32頁 。
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物 よ りも、創 立者がた くさん足を運 んで くだ さった とい うのが何 よりで、先生を常に感 じられた3年 間

で した。先生 を感 じられ る場所 が学園だか らとい うのがあ りますね。」(Eさ ん)

「上の子 ども2人 は中学か ら学園に入れています。先生 との絆を作 りたい、また先生 を身近 に感 じてほ

しかった。私 自身 も学園で一生涯 の原点を築 くこ とができたか らです。」(Fさ ん)

「もちろん入 れたい と思 います。 学園のい ろんな歴 史があ ると思 うので、 どの時期 の学園 に入れたいか

とい うの もあ ります よね。 草創期 な らなお さ らです。一番下の子 どもが小学校 か ら行 きま した。」(Gさ

ん)

「はい。息子2人 とも創価小学校 か ら入れています。なぜ か とい うと、先生が喜ばれ るか らです。毎回、

合 格の ご報告 をす るたび に先生が喜ばれるんです。『慶応大学の よ うだね』とおっ しゃって。親が入 って

子 どもも入れ るとい う伝統 があるこ とが素晴 らしい とい うことですね。 自分 が受 けた教育 を子供に もと

い うのはあ ります。」(Hさ ん)

なぜ小学校から入れたのかについて、Hさ んは自身が学園時代に池田から受けた言葉にっいて

以下のように語っている。

「高3の 時に、先生が 『みんなの子 どもができた ら、学園 に入れてね』とお っしゃ ったんです。だか ら、

子 どもは絶対創価小か ら入れ よ うって決めていたんです。」(Hさ ん)

「はい。孫 、ひ孫、代 々学園 に入れたい と念願 してお ります。」(1さ ん)

上記の対象者たちの回答を見ると、前回の調査同様、全員が 「入学させたい(も しくはすでに

入学させている)」と回答 していた。Bさ んにみられるように、娘の教育は関西創価学園で受けさ

せたいという語りも見 られた。また、Eさ んやFさ んの語 りから、1期 生 として校内での創立者

との出会いの数々についての言説が出てくる。彼女たちは学園時代に一生涯の原点を築いたが、

わが子にも創立者の池田を感 じてほしいとの思いが読み取れる。また、Hさんにみ られるように、

学園時代に池 田から受けた言葉を忠実に守って、子 どもを小学校から創価の一貫教育機関に送 り

出している例 もあり、女子学園の卒業生の母校に対する思いはとても強いものだと考えられよう。

③ その他の質問

ここでは、追加の質問として、前回の調査でも見 られたいくつかの間いについての語りを紹介

したい。

⑳ 父と娘の絆について

女子学園生が、創立者である池田を父のように 「おとうさん」と慕 う点は、一昨年の調査 ㈲

でも多くの対象者の語 りから伺 うことができたが、今回の調査でも、創価女子学園の草創期の特

徴の一つとして、「父 と娘」とい う観点が見 られた。

(25)富岡比 呂子 「池田大 作の教育思想一女子教育の観 点か ら(2)一 」、31頁 。

一55一



池 田大 作の教育思想一女子教育の観 点か ら(4)

「園子(女 子学園生の呼び名)と お父 さん とい う独特の世界。 身近 な存在 で育んでくださるとい う感 じ

で した。 これは、関西独特なのではないで しょ うか。先生が近 いとい うのは感 じま した。『師弟』 とい う

よりも 『父 と娘』 とい う感 じで した。」(Dさ ん)

「私 はず っ とお父 さん とお よび していま したか ら。先生 との間に何 もない。娘 として育て られ た とい う

思 いが あるん じゃないで しょうか、卒業生は。」(Gさ ん)

「第1回 入学式の折 、『うちには女 の子 がいないか ら、皆、娘 にしちゃ うよ』 と言われ たお言葉 に父娘の

絆の深 さを実感 し、以来、学園時代3年 間は池 田先生の ことを、実の父親以上 の思 いで 『お父 さん』 と

呼ばせていただいてお りま した。」(1さ ん)

1さ んの語 りは、小説 『新 ・人間革命』㈱ でも書かれており、筆者もこのエピソー ドについて

は、当時の在校生や教職員から何度 も耳にする機会があった。このうるわ しい父と娘の絆は、当

時の創価女子学園の精神的基盤の一つ といえるであろ う。Gさんは、当時、創立者の池田に生徒の

有志で歌を作成して送ったときのことにっいて語ってくれた。

「池 田先生 にお届けす る歌を作る とき、音楽 の宮 田先生が音楽室を貸 して くだ さったんです。 歌 をお届

けした ら、先生がす ぐに 『天 の曲/天 にひび けと天の川/金 の コーラス/父 は聞きけ り』 と激 励のお歌

を返 して くだ さったんです。 とても嬉 しか ったです。で も、先 生が私た ちの思い に、す ぐにひ びいて答

えて くだ さるとい うこ とが、 どん なに素晴 らしい ことか、あの ときはまだわか らなかったのではないか

と思います。学 園の時 は先生 がお父 さんで、私たちのこ とを考 えて くだ さってい ると単純 に思 っていた

け ど、卒業 してわかったのは、世界の先生 じゃないです か。 こんな激務 の中、あれほ どの激励 をわざわ

ざ私 たちに して くださっていたんだ とい うこと、そのこと自体 にどれほ どの意味があったのか 、 と思 う

とね ……も うどれだ けす ごい ことだったんだろ うと思い ます。 きっ と教員 の方 々はわかってお られたん

だ と思い ますが。 あの ときは、そ うい うこ とがも う 『あ りえない幸せ 』だってこ とはわか らなか ったん

です よね。」(Gさ ん)

Gさ んの語 りから、当時の池田と生徒 との聞に、歌を通 しての交流があったことが読み取れる。

当時、創価学会の会長 としても多忙を極めていたであろう池 田が、女子学園生への直接の激励を

おこない、その成長ぶ りを心にとめていたであろうことが うかがえる。Gさ んはそのありがたさ

や貴重 さ、創立者の思いに卒業後に改めて気づくことになったと述懐 している。

「先生 はr創 立者』でもあ りますが、『父親』とい う視点で も考 えてくださったのではないかと思い ます。

(当時 は)女 性は男性 によって幸不 幸が決 まる時代だったか ら、福運 の話 とか、(男性 に)だ ま されない

よ うにとか、親心で守 って くだ さった。男子校は獅子が子 どもを落 とす よ うな勢 いもあったろ うけ ど
、

女子校 は父が娘を守 る とい う感 じだ った。」(Cさ ん)

Cさ んの語りにある、福運の話は1977年 の創立5周 年記念式典における池田の指導に見ること

(26)池 田大 作 『新 ・人 間 革命 』第17巻
、130-131頁 。
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ができる。彼は、「福運 というのは字義のごとく 『福を運ぶ』 とも理解できます。生命の運河に、

何を運ぶかが大切です。人によっては、地獄の苦悩を運ぶ人もいるでありましょう。また、小さ

な舟に重き宿命の荷物を背負って、やがて沈没 してしまう人もあるかもしれません。願わくは、

私は皆さん方には、偉大なる生命の船舶に福運をつんで、人生の航行をしていっていただきたい

のであります。そのためには、何が必要であ りましょうか。それは、明るく太陽のような満々た

る生命力 と、明朗な笑い と、ふくいくたるわが青春の財産をはぐくんでいくしかありません。」(27)

と述べて、女性にとって福運を持つことがいかに重要かについて言及している。また、男性にだ

まされないようにとの指導は、第4回蛍会総会のときの恋愛についての池田の指導にみられる。彼

は 「恋愛する場合にも失敗 しないでください。もしか失敗 したらいってきてください。愚か者で

はいけない。だまされてはいけない。女性はちょっと恋愛すると、その人にポーッとなってしま

い、世界中が見えなくなって知性が働かなくなる。そこに落とし穴があるのです。不幸になって

はいけません。そのためにも、先輩の意見が必要なのです。みんなが幸せになることを祈ってい

ます。」(28)と述べている。この指導から、創立者 としてだけではなく、親のような慈愛で生徒を

守ろうとする池田の思いが読み取れるといえよう。

● 「他人の不幸の うえに自分の幸福を築くことはしない」 とい う指導について

一昨年の調査(29)に 引き続いて、今回の調査でもほとんどの対象者が印象に残った創立者の言

葉 として 「他人の不幸の うえに自分の幸福を築くことはしない」 とい う指導をあげていた。池田

は、第1回 入学式で、「他人の不幸のうえに自分の幸福を築 くことはしない」とい う信条を一人の

女性として、一個の人間として、生徒一人一人が培っていってほしい(30)と述べている。

「『他人の不幸の うえに自分の幸福 を築 くことは しない』とい う指導は、自分 の人生の 中で、これは どち

らを選べばいいのか と迷 った とき、 自分 の軸 として存在 していま した。私 にとっては、大 きな指導です

ね。『他人の不幸の うえに自分 の幸福 を築 くことは しない』 とい うことは、結 局私一人が犠牲に なること

なのか と家族関係で悩んだ時 もあ りま した。で も、 よく考 えてい くと、犠牲 になるのでは なく、両方 と

も少 しずつ幸せになってい くことなんだ なと思ったんです。」(Cさ ん)

「学園時代 は 『他人の不幸の うえに 自分の幸福 を築 くこ とは しない』 とい う指導 を聞いて 、当時は、 当

た り前のこ とだろ うと思っていた。 で も、今は、それは当た り前の ことだけ ど非常に大事 なこ とだ と思

います。先生 が、生 きてい くためのマナー、規範 を教 えて くだ さった のだ と思います。」(Dさ ん)

「最初の入学式でのスピーチは今で も暗記 するほ ど覚 えています。『他人 の不幸 の うえに 自分の幸福 を築

くことは しない』……聞いたその当時 はそ んなにす ごい と思わなかったけど、後になればす ごさがわか

(27)「創 立者 と とも に」 編集 委 員会 編 『創 立 者 と と も に』、245-246頁 。

(28)創 価 学 園螢 会 編 『こ の道 一 螢 会 総 会 創 立者 指 導一 』、1985年 、8頁 。

(29)富 岡比 呂子 「池 田大 作 の教 育 思 想 一 女 子 教 育 の 観 点 か ら(2)一 」、28頁 。

(30)「創 立 者 と とも に」 編 集 委 員 会 編 『創 立者 と とも に』、225頁 。
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ります。 これ が人間の基本なんだ とい うことだ と思います。」(Eさ ん)

「『他人 の不幸の うえに 自分の幸福 を築 くことはしない』とい う指導ですが、これは今 自分が教員 になっ

て、子 どもにも話 しています。これ はい じめとか にも応用できる と思います。(人をか らかった りい じめ

た りして)『面 白い』の と 『楽 しい』のは違 うよ と。現代は、人の心が軽 くなってい る。軽 く見 られ がち

になっていると思います。 ですか ら、人 に対す る姿勢 の基本で ある、(『他 人の不幸 の うえに 自分 の幸福

を築 くことはしない』 とい う)こ の根 っこの平和 の哲学 を伝 えていきたい と思 います。それが先生 の一

番 のメッセージだ と思い ます。」(Hさ ん)

「幸福観 についてです が、先生 は 『他人 の不幸 の うえに自分の幸福 を築 くこ とは しない』 との指針が、

女性の生涯 を崇高にす る唯一 の生 き方で あるとご指導 くだ さいま した。私 の幸福観 も他人 の幸福 を喜べ

ることが 自身の幸せで あることを実感 いた します。」(1さ ん)

Cさ んは、この指導が、自分の人生の分岐点にきたときに、一っの価値判断の軸となったと語

ってお り、Dさ んやEさ んは、この指導を聞いた10代 の頃に自分が受けた印象と、現在の解釈と

が異なって変化 してきているという語 りも見 られた。これは、前回の調査でも言及した池田の言

説の再解釈性(31)の観点 といえよう。Hさ んは、現職の教員でもあるため、現場の子 どもたちに、

「他人の不幸のうえに自分の幸福を築 くことはしない」という言葉を伝えているという語 りが見

られた。また、1さ んは自身の幸福観を規定する一つの軸 として、「他人の幸福を喜べること」を

あげており、これも池田のこの指導が基盤になっていると考えられる。

3.考 察 ・まとめ

① 創価女子学園の思想的基盤一3年 間の学園生活の意味づけとは

本研究では、創価女子学園の卒業生へのインタビューを通して、草創期の学園の様子や、当時

の池田の言葉や生徒への指針が卒業生にとってどのような意味を持っにいたったかなどを、彼 ら

の語 りを通して明らかにすることを 目的とした。

学園を志望する動機については、本人や親、友人や先輩などさまざまな要因によって受験する

に至ったとい う回答がみ られた。また、入学してからは、「とても楽しかった」 「伝統作 りのため

に積極的に行事に参加 した」という回答もあれば、「周 りの友人がすごくて、自分は委縮 してしま

った」などの語 りが見 られ、全国から集った生徒たちのなかでカルチャーショックを受けていた

人もいるようであった。

当時の学園生活で印象に残ったことについては、ある人は希望祭や入学式などの創立者のスピ

ーチをあげ、個人的な出会いについて語る人もいた。また学内の新聞編集委員 として紙面づ くり

に没頭 したことや、行事のおりにカメラマンとして活躍したこと、師匠の作った学園をみがきた

いという思いから、そ うじに打ち込んだとい う回答も見られ、一人ひとりが草創期の学園建設の

(31)富 岡比 呂子 「池 田大 作 の教 育 思 想一 女 子 教育 の観 点 か ら(2)一 」
、37-38頁 。
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ために自らが主体者 となって心をくだいている様子が うかがえた。Gさ んは当時の学園生活をふ

りかえって、以下のように語っている。

「創 立者 が訪 問 され る海外 の国々の話 を聞いて、世界 の一流 の方 をお迎 えして、一流の話 を聞かせてい

ただいて。 そ して、一流の女性 になれ と指 導 していただ く、このよ うな経験を シャ ワーの ように毛穴か

ら10代 の頃に受 け させていただいたのは素晴 らしかった と思います。女子教育 として最高に幸福 だった

と思 います。 なぜ それがいいか とい うと、女性 は、特 に環境 が大事 じゃないですか。 どんなに意 志が強

くても、力 があっても、周 りの環境が よくなけれ ば、その命 が影響 を受 けると思います。その意味で、

最高 の環境 で育 てていただいた、また教員 の先生方 の 『最高 の環境 に しよ う』 とい う思い も詰 まってい

る状 況で した。 その中で、学園生みんなが 『一流 の女性 に』 とい う思 いで頑張 っていたんです 。」(Gさ

ん)

彼女の語 りから、当時の学園の教育環境がいかに素晴 らしかったことがしのばれる。学園の環

境が平安絵巻のようで素晴らしかったとい う話は、Bさ んも語っていた。さらに、去年の教員へ

のインタビューでも、女性は縁に粉動 されやすい性質があるため、よい環境のもとで教育を受け

ることが必要であるという語 り(32)が見られた。このことから、女性にとっては恵まれた環境で

教育を受けることによって、正しい哲学や価値観を身につけることが可能にな り、当時の創価女

子学園は池田のさまざまな支援によって、その理想をある程度は実現 していたと考えることがで

きよう。

学園に入学してから、卒業するまでの自身の変化については 「入学 して、今まで不自由だった

心が解放 された」「劣等感の塊だったのが、『今の私でいいんだ』 と自己肯定感を持てるようにな

った」という語 りがみられたが、そこには生徒を一人残らず受け入れて、大きな期待と信頼を寄

せる創立者の姿があると思われる。Gさ んの語 りにみ られるように 「人間は信頼されることで、

カが何倍にもなる」とい う語 りから、創立者の池田に信頼され、受け入れられたという誇 りを持

っことができたということは、当時の女子学園生にとってとてつもない貴重な経験であり、その

後の人生を根底から支えていく大きな心の財産 となったことが伺える。池田がまだ10代 であった

生徒の未来の成功を信 じて、激励を重ね、卒業生もまたその師匠の思いに精一杯応えようと奮起

する。インタビューをしながら、回答者の語 りや、当時のことを懐かしく、そして真剣に話す彼

らの姿から、時が経っても揺るがない創立者 と生徒の姿をそこにみることができた。

② 卒業生に見られる共通性一前回の調査 と比較 して

今回は、前回の調査 と比較して共通点は数多 くあるが、まずは学園生活において、創立者 との

出会いや、彼をどのように自身の人生に位置付けるかが大きな着 目点 となっている点があげられ

た。また、今からふりかえってみたときの学園生活の意味づけにっいては、「創立者との原点をつ

くった」をはじめとし、「精神的な基盤になった」「すべての財産になっている」「あの3年 間がな

(32)富岡比呂子 「池 田大作 の教育思想一 女子教育 の観点か ら(3)一 」、182頁 。
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ければ、今の私はない」など、創価女子学園での生活を、自身の人生の一過程として大きく位置

付けている観点が見られた。Cさ んは学園時代に学んだことの意味づけについて、以下のように

語っている。

「私た ちが(学 園で)学 んだ ことは人 間としての核だ と思います。あ とは何 を体現 してい くか は、その

人の 自由。 自分 自身なんだ と。先生 のご指導 は型 には めるとい うのではない と思います。確か に、生命

の尊重 とい った よ うな仏法的視点 はあるけど、一人一人の個性を尊重、またその人 に しかでき ない使命

を尊重 して くだ さってい ると思います。」(Cさ ん)

さらに、当時の学園時代の思い出が自身を苦境から救い出す精神的な糧になっていたとい うG

さんの語 りや、創立者の池田の指導や直接のや りとりが自身の内面を大きく変えるきっかけにな

ったというCさ んの語 り、さらに将来の方向性や進路を決定づけたとい うBさ んの語 りなどか ら、

10代の貴重な時期を創価女子学園で薫陶を受けたことの意味が、対象者それぞれの中で非常に大

きなものになっていることが読み取れた。また、Gさ んの 「先生と自分たちとの間に何も(さ え

ぎるものが)な かった」との言葉にみられるように、当時は創立者 と生徒の物理的な距離だけで

はなく、心の距離が近かったことを伺わせる語 りが多く見られた。

創価教育の継承についても、前回の調査同様、多くの対象者が自身の卒業した創価一貫教育機

関(創 価小学校、創価学園、創価大学)を 受験させる傾向が見 られた。それだけ、自身の受けた

教育に価値を見出してお り、学園生活の経験が子育てにも影響していることの表れともいえよ う。

さらに、池田の言説の再解釈性についても、前回の調査 と同じ語 りが見られた。

また、第1回 の入学式の池田の指導にある 「他人の不幸のうえに自分の幸福を築 くことは しな

い」 とい う言葉が対象者たちの生き方を決めるうえで、一つの軸とな り、強く印象に残っている

とい う語 りが見 られた。その意味で、この指導は草創期の創価女子学園の精神的支柱 となる指針

であったことが うかがえる。

加えて、本研究の対象者は社会で活躍する女性が多かったため、就職 してからの自分にとって、

学園時代に培った精神性がいかに影響を与えていたかとい う言説が多く見 られたことも、新たな

知見といえるだろ う。草創期の創価女子学園は、豊かな自然に囲まれた風光明媚な土地に建てら

れ、当時の基準で見ても十分な教育設備の整った学校であったといえる。その意味で、目に言え

る物理的な環境に恵まれたことは確かだと思 うが、それだけではなく、今圓のインタビューを通

して、目に見えないもの、つま り学園において培われた精神性 というものがいかに卒業生たちの

心に襖 となって打ち込まれているかがわかった。可視化できないもの、そ ういったものは数値で

測ることが困難なため、本調査のような質的方法によって掘 り下げて分析 していく方法を取 らざ

るを得ない。ともあれ、建物 といったハー ド面だけでなく、創立者や教職員の思い、「学園生一人

ひとりを必ずや社会に貢献しうる一流の女性に育てたい」 という強き願いといったものが核 とな

って、創価女子学園とい う世界が形成 されていたのではないかと筆者は考える。
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③ おわ りに(本 研究の限界と今後の課題)

前回の調査をふまえて、今回の調査の対象者は東京在住に限らず、関西在住の卒業生からもデ

ータを取 らせていただくことができた。また、対象者たちは主婦に限らず、社会において さまざ

まな分野で活躍 している女性であり、その意味で調査の幅が多少は広がったと考えられる。 しか

し、本研究の限界として、インタビュー結果すべてを掲載できなかったとい う点があげられる。

本稿では 「創価女子学園時代の創立者 と卒業生の絆」に焦点をあてて対象者の語 りを分析するこ

とになったが、枚数の関係上、同じインタビューで対象者たちから聞くことができた女子教育の

意味づけ、また女性としての生き方や幸福観まで考察を進めることが叶わなかった。ぜひ次回の

論文では、創立者の示す理想の女性像や、対象者たちの人生を通 して見えてくる幸福観、また当

時の寮生活や 「奇跡の連帯」と言われる学園姉妹の絆などについて掘 り下げて考察をしていきた

いと考えている。

最後に、今回のインタビューを通 して、対象者の語 りの中から生まれたさまざまな言説、学園

精神や創立者への思いは、池田研究を進める上で新たな研究資料となり、貴重な記録となったこ

とをここに記 したい。
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